
昭
和
二
十
三
年
運
輸
省
令
第
三
十
二
号

船
員
職
業
安
定
法
施
行
規
則

船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
に
基
き
、
船
員
職
業
安
定
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

（
法
第
六
条
に
関
す
る
事
項
）

第
一
条
　
船
員
職
業
安
定
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
十
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
八
条
の
二
第
一
項
（
裁
判
所
職
員
臨
時
措
置
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
九
十
九
号
）
第
一
号
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
職
員
団

体
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
五
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
団
体

又
は
国
会
職
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
国
会
職
員
の

組
合

二
　
前
号
に
掲
げ
る
団
体
又
は
労
働
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
二
条
及
び
第
五
条
第
二

項
の
規
定
に
該
当
す
る
労
働
組
合
が
主
体
と
な
つ
て
構
成
さ
れ
、
自
主
的
に
労
働
条
件
の
維
持
改
善
そ
の
他
経

済
的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
団
体
（
団
体
に
準
ず
る
組
織
を
含
む
。
）

（
法
第
十
四
条
に
関
す
る
事
項
）

第
二
条
　
地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
運
輸
支
局
（
地
方
運
輸
局
組
織
規
則
（
平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
令

第
七
十
三
号
）
別
表
第
二
第
一
号
に
掲
げ
る
運
輸
支
局
（
福
岡
運
輸
支
局
を
除
く
。
）
、
茨
城
運
輸
支
局
、
千
葉
運

輸
支
局
及
び
佐
賀
運
輸
支
局
を
除
く
。
）
、
同
令
別
表
第
五
第
四
号
に
掲
げ
る
海
事
事
務
所
及
び
内
閣
府
設
置
法

（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
沖
縄
総
合
事
務
局
に
置
か
れ
る
事
務
所

で
地
方
運
輸
局
に
お
い
て
所
掌
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち
国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令

第
二
百
五
十
五
号
）
第
二
百
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
務
を
分
掌
す
る
も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
出

頭
し
て
、
求
職
の
申
込
み
を
す
る
こ
と
の
困
難
な
者
は
、
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
直
接
郵
便
若
し
く
は
民

間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る

一
般
信
書
便
事
業
者
若
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
信
書
便
事
業
者
に
よ
る
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る

信
書
便
で
求
職
の
申
込
み
を
し
、
又
は
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
に
出
頭
し
て
、
求
職
の
申
込
み
の
取
次
ぎ
を

依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
、
求
職
の
申
込
み
の
取
次
ぎ
を
依
頼
す
る
者
は
、
履
歴
書
を
提
出
し
、
又
は
履
歴
に
関
す
る
事

項
を
申
し
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
十
五
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
条
　
求
人
又
は
求
職
の
申
込
み
は
、
申
込
者
に
最
も
便
利
な
地
方
運
輸
局
に
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
求
職
者
は
、
求
職
の
申
込
み
を
す
る
と
き
は
、
履
歴
書
を
提
出
し
、
又
は
履
歴
に
関
す
る
事
項
を
申
し
述
べ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
船
員
手
帳
を
受
有
し
て
い
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
求
職
の
申
込
み
を
し
た
者
は
、
告
示
で
指
定
す
る
医
師
の
証
明
す
る
健
康
証
明
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
健
康
証
明
の
有
効
期
間
を
経
過
し
な
い
船
員
手
帳
を
受
有
す
る
者
は
、
そ
の
船
員
手
帳
を
提
示
し

て
健
康
証
明
書
の
提
出
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
未
成
年
者
が
求
職
の
申
込
み
を
す
る
と
き
は
、
法
定
代
理
人
が
そ
の
申
込
み
を
承
諾
し
た
旨
を
証
明
す
る
書
類

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
法
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
求
人
者
が
船
員
職
業
安
定
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
三
百
六
十
九
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
令
」

と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
イ
及
び
ロ
に

お
い
て
「
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
求

め
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
報
告
の
求
め
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
場
合

イ
　
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ

た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
（
当
該
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
過
去
一
年

以
内
に
お
い
て
当
該
違
反
行
為
と
同
一
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
ロ
に
お
い
て
「
同
一
違
反
行
為
」
と
い

う
。
）
を
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
そ
の
他
当
該
違
反
行
為
が
求
職
者
の
職
場
へ
の
定
着
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
。

ロ
　
当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
百
三

条
第
一
項
（
同
法
第
二
百
十
一
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第

二
百
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
送
致
又
は
同
法
第
二
百
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
送
付
（
以
下
こ
の
ロ
に
お

い
て
「
送
致
等
」
と
い
う
。
）
が
行
わ
れ
、
そ
の
旨
の
公
表
が
行
わ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
こ
と
。

（１）
　
当
該
送
致
等
の
日
前
に
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
場
合
（
当
該
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
過
去
一
年
以
内
に
お
い
て
同
一
違
反
行
為
を
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
違
反
行
為

の
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
当
該
送
致
等
の
日
ま
で
の
期
間
（
（
２
）
に
お
い
て
「
経
過
期
間
」
と
い
う

。
）
が
六
月
を
超
え
る
と
き
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
送
致
等
の
日

か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

（２）
　
当
該
送
致
等
の
日
前
に
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
場
合
（
当
該
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
過
去
一
年
以
内
に
お
い
て
同
一
違
反
行
為
を
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
経
過
期
間
が
六

月
を
超
え
な
い
と
き
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
送
致
等
の
日
か
ら

起
算
し
て
一
年
か
ら
経
過
期
間
を
減
じ
た
期
間
が
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

（３）
　
当
該
送
致
等
の
日
前
に
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
場
合
（
当
該
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
過
去
一
年
以
内
に
お
い
て
同
一
違
反
行
為
を
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
当
該
送
致

等
の
日
前
に
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い

て
、
当
該
送
致
等
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
が
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

二
　
求
人
者
が
令
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
イ
及
び
ロ
に
お
い
て
「
違
反
行

為
」
と
い
う
。
）
を
し
、
法
第
九
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
報
告
の
求

め
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合

イ
　
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ

た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

ロ
　
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
前
に
当
該
違
反
行
為
と
同
一
の

規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
同
一
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
行
つ
た
場
合
で
あ
つ

て
、
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
同
一
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が

行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
そ
の
他
当
該
同
一
違
反
行
為
が
求
職
者
の
職
場

へ
の
定
着
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

三
　
求
人
者
が
令
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
イ
及
び
ロ
に
お
い
て
「
違
反
行

為
」
と
い
う
。
）
を
し
、
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実

等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
が
さ
れ

た
場
合
で
あ
つ
て
、
報
告
の
求
め
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合

イ
　
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ

た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

ロ
　
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
前
に
当
該
違
反
行
為
と
同
一
の

規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
同
一
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
行
つ
た
場
合
で
あ
つ

て
、
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
同
一
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が

行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
そ
の
他
当
該
同
一
違
反
行
為
が
求
職
者
の
職
場

へ
の
定
着
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

四
　
求
人
者
が
令
第
一
条
第
六
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
イ
及
び
ロ
に
お
い
て
「
違
反
行

為
」
と
い
う
。
）
を
し
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待
遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

1



和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
報
告
の
求
め
に

よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合

イ
　
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ

た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

ロ
　
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
前
に
当
該
違
反
行
為
と
同
一
の

規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
同
一
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
行
つ
た
場
合
で
あ
つ

て
、
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
同
一
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が

行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
そ
の
他
当
該
同
一
違
反
行
為
が
求
職
者
の
職
場

へ
の
定
着
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

五
　
求
人
者
が
令
第
一
条
第
七
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
イ
及
び
ロ
に
お
い
て
「
違
反
行

為
」
と
い
う
。
）
を
し
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法

律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
五
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
公
表
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
報
告

の
求
め
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合

イ
　
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ

た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

ロ
　
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
前
に
当
該
違
反
行
為
と
同
一
の

規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
同
一
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
行
つ
た
場
合
で
あ
つ

て
、
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
同
一
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が

行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
そ
の
他
当
該
同
一
違
反
行
為
が
求
職
者
の
職
場

へ
の
定
着
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

６
　
地
方
運
輸
局
長
（
運
輸
監
理
部
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
法
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ

り
求
人
又
は
求
職
の
申
込
み
を
受
理
し
な
い
と
き
は
、
求
人
者
又
は
求
職
者
に
対
し
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
十
六
条
に
関
す
る
事
項
）

第
四
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
求
人
の
申
込
み
を
し
た
地
方
運
輸
局
長
の
紹
介
に
よ
る
求
職
者
（
次
号
に
お
い
て
「
紹
介
求
職
者
」
と
い

う
。
）
に
対
し
て
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
明
示
さ
れ
た
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
及
び
賃
金
、
労

働
時
間
そ
の
他
の
労
働
条
件
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
」
と
い
う
。
）

の
範
囲
内
で
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
を
特
定
す
る
場
合

二
　
紹
介
求
職
者
に
対
し
て
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
明
示
さ
れ
た
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
を
削

除
す
る
場
合

三
　
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
を
追
加
す
る
場
合

２
　
法
第
十
六
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
前
項
第
一
号
の
場
合
に
お
い
て
特
定
す
る
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等

二
　
前
項
第
二
号
の
場
合
に
お
い
て
削
除
す
る
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等

三
　
前
項
第
三
号
の
場
合
に
お
い
て
追
加
す
る
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等

３
　
法
第
十
六
条
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
号
に
掲
げ

る
事
項
に
あ
つ
て
は
、
求
職
者
を
派
遣
船
員
と
し
て
雇
用
し
よ
う
と
す
る
者
に
限
る
も
の
と
す
る
。

一
　
賃
金
（
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
報
酬
に
限
る
。
）
の
額

に
関
す
る
事
項

二
　
基
準
労
働
期
間
、
労
働
時
間
、
休
息
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

三
　
求
職
者
が
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
に
関
す
る
事
項

四
　
雇
用
期
間
に
関
す
る
事
項

五
　
求
職
者
が
乗
り
組
む
べ
き
船
舶
に
関
す
る
事
項

六
　
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
に
よ
る
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法

律
第
百
十
五
号
）
に
よ
る
厚
生
年
金
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
に
よ
る

労
働
者
災
害
補
償
保
険
、
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
に
よ
る
雇
用
保
険
及
び
船
員
保

険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
に
よ
る
船
員
保
険
の
適
用
に
関
す
る
事
項

七
　
求
職
者
を
派
遣
船
員
と
し
て
雇
用
し
よ
う
と
す
る
旨

４
　
法
第
十
六
条
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
以
下
こ
の
項
及
び
次

項
に
お
い
て
「
明
示
事
項
」
と
い
う
。
）
が
明
ら
か
と
な
る
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
と
す
る
。
た
だ
し
、
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
方
法
以

外
の
方
法
に
よ
り
明
示
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
書
面
の
交
付
の
方
法

二
　
電
子
情
報
処
理
組
織
（
書
面
交
付
者
（
明
示
事
項
を
前
号
の
方
法
に
よ
り
明
示
す
る
場
合
に
お
い
て
、
書
面

の
交
付
を
行
う
べ
き
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
、
書
面
被

交
付
者
（
明
示
事
項
を
前
号
の
方
法
に
よ
り
明
示
す
る
場
合
に
お
い
て
、
書
面
の
交
付
を
受
け
る
べ
き
者
を
い

う
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し

た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
）
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
、
書
面
交
付
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と

書
面
被
交
付
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
接
続
す
る
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
送
信
し
、
書
面
被
交
付

者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法
（
書
面
被
交
付
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ

の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
こ
と
を
書
面
被

交
付
者
が
希
望
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
方
法

５
　
前
項
第
二
号
の
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
明
示
事
項
の
明
示
は
、
書
面
被
交
付
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に

備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
が
さ
れ
た
時
に
当
該
書
面
被
交
付
者
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
五
条
　
削
除

（
法
第
二
十
条
に
関
す
る
事
項
）

第
六
条
　
法
第
二
十
条
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
小
学
校
（
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
及
び
特

別
支
援
学
校
の
小
学
部
を
含
む
。
）
の
み
を
卒
業
し
た
者
（
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
の
後
期
課
程
、
高
等
学
校
、

中
等
教
育
学
校
、
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
又
は
特
別
支
援
学
校
の
中
学
部
若
し
く
は
高
等
部
の
学
生
又
は

生
徒
を
除
く
。
）
と
す
る
。

（
法
第
二
十
一
条
に
関
す
る
事
項
）

第
七
条
　
地
方
運
輸
局
長
は
、
労
働
委
員
会
か
ら
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
通
報
を
受
け
た
と
き
は
、
関
係
求
人
者

に
求
職
者
を
紹
介
で
き
な
い
旨
を
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
二
十
三
条
に
関
す
る
事
項
）

第
八
条
　
地
方
運
輸
局
長
が
行
う
職
業
指
導
は
、
就
職
の
あ
つ
せ
ん
及
び
就
職
後
の
指
導
を
一
連
の
過
程
と
し
て
考

慮
し
、
職
業
知
識
の
授
与
、
職
業
の
選
択
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
職
業
指
導
は
、
職
業
指
導
を
受
け
る
者
が
自
己
の
素
質
及
び
能
力
と
職
業
の
諸
条
件
及
び
就
職
の
機
会

と
を
照
合
し
て
、
そ
の
適
応
性
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
指
示
助
言
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
地
方
運
輸
局
長
は
、
職
業
指
導
を
受
け
る
者
が
任
意
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な
参
考
資
料
を
整
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
地
方
運
輸
局
長
は
、
職
業
指
導
を
受
け
た
者
が
、
適
当
な
職
業
を
選
択
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の

者
の
要
求
に
応
じ
て
再
び
職
業
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
二
十
四
条
に
関
す
る
事
項
）

第
九
条
　
地
方
運
輸
局
長
が
、
法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
行
う
適
応
性
の
検
査
は
、
船
員
の
職
業
に
対
す
る
求

職
者
の
適
応
性
の
度
合
を
計
る
た
め
に
行
う
検
査
で
あ
つ
て
、
各
職
業
別
に
作
成
さ
れ
た
科
学
的
調
査
の
結
果
に

よ
る
基
準
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
二
十
五
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
条
　
地
方
運
輸
局
長
は
、
職
業
指
導
の
円
滑
な
発
展
を
図
る
た
め
、
学
校
が
職
業
指
導
を
行
う
と
き
は
、
職
業

指
導
に
関
す
る
必
要
な
資
料
を
交
換
し
、
こ
れ
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
二
十
九
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
一
条
　
地
方
運
輸
局
長
は
、
船
員
教
育
機
関
の
行
う
部
員
職
業
補
導
を
受
け
る
者
の
募
集
等
に
つ
い
て
協
力

し
、
部
員
職
業
補
導
を
受
け
る
者
の
選
考
に
必
要
な
資
料
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
法
第
三
十
一
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
二
条
　
法
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
手
当
は
、
部
員
職
業
補
導
を
受
け
る
者
が
部
員
職
業
補
導
を
受
け
る
に

必
要
な
費
用
に
つ
き
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
額
及
び
支
給
方
法
に
よ
り
、
こ
れ

を
支
給
す
る
。

（
法
第
三
十
四
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
三
条
　
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
無
料
の
船
員
職
業
紹
介
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
告
示
で
定
め
る

事
項
を
記
載
し
た
許
可
申
請
書
に
定
款
、
寄
附
行
為
又
は
こ
れ
に
準
ず
べ
き
約
款
を
添
え
て
、
国
土
交
通
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
許
可
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
交
通
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴
き
、
法
第
三

十
四
条
に
規
定
さ
れ
た
条
件
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
船
員
職
業
紹
介
所
の
従
業
者
は
、
船
員
職
業
紹
介
所
外
に
お
い
て
業
務
に
従
事
す
る
と
き
は
、
そ
の
従
業
者
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
証
明
書
（
以
下
従
業
者
証
票
と
い
う
。
）
を
携
帯
し
、
当
該
官
吏
又
は
関
係
者
の
請
求
が

あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
船
員
職
業
紹
介
所
の
長
は
、
そ
の
船
員
職
業
紹
介
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
に
前
項
の
従
業
者

証
票
の
交
付
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
業
者
証
票
を
滅
失
若
し
く
は
き
損
し
た
と
き
又
は
そ
の
記
載
事

項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
も
同
様
で
あ
る
。

５
　
船
員
職
業
紹
介
所
の
長
は
、
そ
の
事
業
の
廃
止
又
は
従
業
者
の
解
任
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
従
業
者
証
票
が
不

要
に
な
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
前
項
の
地
方
運
輸
局
長
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
三
十
五
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
四
条
　
法
第
三
十
五
条
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
無
料
の
船
員

職
業
紹
介
事
業
を
的
確
に
遂
行
す
る
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
者
と
す
る
。

（
法
第
三
十
六
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
五
条
　
法
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
届
出
は
、
船
員
職
業
紹
介
所
の
所
在
地
若
し
く
は
設
備
を
変
更
し
、
若
し

く
は
船
員
職
業
紹
介
所
を
増
設
し
、
又
は
船
員
職
業
紹
介
所
の
取
扱
職
種
の
範
囲
等
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
地
を

管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
三
十
八
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
六
条
　
無
料
船
員
職
業
紹
介
許
可
事
業
者
は
、
告
示
で
定
め
る
帳
簿
書
類
を
備
え
付
け
、
用
済
後
三
年
間
、
こ

れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
三
十
九
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
七
条
　
無
料
船
員
職
業
紹
介
許
可
事
業
者
は
、
毎
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
、
そ
の
年
の
前
年
の
四
月
一
日
か
ら

そ
の
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
船
員
職
業
紹
介
所
ご
と
の
船
員
職
業
紹
介
事
業
に
係
る
事
業
報
告

書
を
作
成
し
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
三
十
九
条
の
事
業
報
告
書
の
様
式
は
、
第
一
号
様
式
と
す
る
。

（
法
第
四
十
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
八
条
　
法
第
四
十
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
学
校
、
専
修
学
校

又
は
次
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
が
委
託
を
受
け
て
行
う
船
員
の
教
育
訓
練
を
受
け
る
者
又
は
当
該
船
員
の

教
育
訓
練
を
修
了
し
た
者
と
す
る
。

２
　
法
第
四
十
条
第
一
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
国
立
研
究
開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構

二
　
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構

３
　
法
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
無
料
の
船
員
職
業
紹
介
事
業
を
行
お
う
と
す
る
同
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設

の
長
は
、
第
二
号
様
式
に
よ
る
学
校
等
無
料
の
船
員
職
業
紹
介
事
業
届
出
書
に
業
務
の
運
営
に
関
す
る
規
程
を
添

え
て
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
二
条
の
規
定
は
、
法
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
長
が
無
料
の
船
員
職
業

紹
介
事
業
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
法
第
四
十
二
条
に
関
す
る
事
項
）

第
十
九
条
　
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
、
第
七
条
及
び
第
五
十
条
（
同
条
の
表
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
除
く
。
）

の
規
定
は
、
無
料
船
員
職
業
紹
介
事
業
者
が
無
料
の
船
員
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
法
第
四
十
四
条
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
条
　
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
告
示
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
許
可
申

請
書
を
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
募
集
の
委
託
を
受
け
た
者
に
船
員
の
募
集
を
さ
せ
よ
う
と
す

る
と
き
に
は
、
同
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
及
び
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
交
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
書
類
及
び
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
募
集
に
従
事
す
る
期
間
こ
れ
ら
を
携
帯
し
、
応
募
者

そ
の
他
関
係
者
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
委
託
募
集
に
従
事
す
る
者
に
支
払
わ
れ
る
報
酬
は
、
応
募
し
て
就
職
し
た
者
一
人
に
つ
き
、
そ
の
者
が
就
職
し

た
最
初
の
一
箇
月
に
支
払
わ
れ
た
報
酬
（
給
料
、
手
当
、
賞
与
そ
の
他
名
称
の
如
何
を
問
わ
ず
労
働
の
対
償
と
し

て
船
舶
所
有
者
が
船
員
に
支
払
う
す
べ
て
の
も
の
。
）
の
総
額
（
応
募
者
が
就
職
し
た
場
合
の
雇
用
期
間
が
一
箇

月
未
満
の
と
き
は
、
そ
の
期
間
に
支
払
わ
れ
た
報
酬
の
総
額
）
の
一
割
以
内
と
し
、
そ
の
総
額
は
、
告
示
で
定
め

る
額
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

５
　
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
告
示
で
定
め
る
様
式
に
従
い
毎
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
、
そ

の
年
の
前
年
の
四
月
一
日
か
ら
そ
の
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
船
員
募
集
報
告
書
を
作
成
し
、
そ

の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
四
十
八
条
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
一
条
　
法
第
四
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
船
舶
所
有
者

二
　
船
舶
所
有
者
の
被
用
者
の
う
ち
船
員
の
募
集
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
労
働
組
合
法
第
二
条
第
一
号
の

役
員
、
監
督
的
地
位
に
あ
る
労
働
者
そ
の
他
船
舶
所
有
者
の
利
益
を
代
表
す
る
者
に
該
当
す
る
も
の

２
　
第
四
条
の
規
定
は
、
船
員
の
募
集
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
法
第
四
十
八
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
と
す
る
。

（
法
第
五
十
条
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
二
条
　
船
員
労
務
供
給
事
業
に
は
、
定
期

よ
う傭

船
契
約
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
請
負
契
約
に
よ
り
人
を
船
員
と

し
て
他
人
の
指
揮
命
令
を
受
け
て
労
務
に
従
事
さ
せ
る
事
業
を
含
む
。

（
法
第
五
十
一
条
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
三
条
　
法
第
五
十
一
条
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
労
働
組
合
等
は
、
告
示
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
許

可
申
請
書
を
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
許
可
申
請
書
を
受
理
し
た
と
き
は
、
交
通
政
策
審
議
会
の
意
見
を
聴
き
、
許
可
す

る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
。

３
　
無
料
の
船
員
労
務
供
給
事
業
の
許
可
の
有
効
期
間
は
五
年
と
す
る
。

４
　
前
項
の
許
可
の
有
効
期
間
（
当
該
許
可
の
有
効
期
間
に
つ
い
て
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
更
新
を
受
け
た
と
き
に

あ
つ
て
は
、
当
該
更
新
を
受
け
た
許
可
の
有
効
期
間
）
の
満
了
後
引
き
続
き
当
該
許
可
に
係
る
無
料
の
船
員
労
務

供
給
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
第
一
項
の
規
定
は
、
前
項
の
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

６
　
無
料
船
員
労
務
供
給
事
業
者
は
、
告
示
で
定
め
る
帳
簿
書
類
を
備
え
付
け
、
用
済
後
三
年
間
、
こ
れ
を
保
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
無
料
船
員
労
務
供
給
事
業
者
は
、
毎
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
、
そ
の
年
の
前
年
の
四
月
一
日
か
ら
そ
の
年
の
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
無
料
の
船
員
労
務
供
給
事
業
に
係
る
事
業
報
告
書
を
作
成
し
、
国
土
交
通
大
臣

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
五
十
二
条
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
四
条
　
第
四
条
の
規
定
は
、
無
料
船
員
労
務
供
給
事
業
者
が
無
料
の
船
員
労
務
供
給
事
業
を
行
う
場
合
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

（
法
第
五
十
五
条
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
五
条
　
法
第
五
十
五
条
第
二
項
の
申
請
書
の
様
式
は
、
第
三
号
様
式
と
す
る
。
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２
　
法
第
五
十
五
条
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
定
款
又
は
寄
附
行
為

ロ
　
登
記
事
項
証
明
書

ハ
　
役
員
の
住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書

ニ
　
役
員
の
精
神
の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
（
当
該
役
員
が
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
認

知
、
判
断
又
は
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

ホ
　
役
員
が
未
成
年
者
で
船
員
派
遣
事
業
に
関
し
営
業
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲

げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
書
類

（１）
　
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
が
個
人
で
あ
る
場
合
　
当
該
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書
並

び
に
当
該
法
定
代
理
人
の
精
神
の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
（
当
該
法
定
代
理
人
が
精
神
の

機
能
の
障
害
に
よ
り
認
知
、
判
断
又
は
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
者
で

あ
る
場
合
に
限
る
。
）

（２）
　
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
　
当
該
法
定
代
理
人
に
係
る
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る

書
類
（
法
定
代
理
人
の
役
員
が
未
成
年
者
で
船
員
派
遣
事
業
に
関
し
営
業
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
場
合

に
あ
つ
て
は
、
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
（
法
人
に
限
る
。
）
に
係
る
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
又

は
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
（
個
人
に
限
る
。
以
下
こ
の
（
２
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
住
民
票
の
写
し

及
び
履
歴
書
並
び
に
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
の
精
神
の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
（
当
該

役
員
の
法
定
代
理
人
が
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
認
知
、
判
断
又
は
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
を
含
む
。
）

ヘ
　
船
員
派
遣
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
の
個
人
情
報
の
適
正
管
理
及
び
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
規
程

ト
　
最
近
の
事
業
年
度
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書

チ
　
船
員
派
遣
事
業
に
関
す
る
資
産
の
内
容
及
び
そ
の
権
利
関
係
を
証
す
る
書
類

リ
　
船
員
派
遣
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
に
選
任
す
る
派
遣
元
責
任
者
の
住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書

ヌ
　
船
員
派
遣
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
に
選
任
す
る
派
遣
元
責
任
者
の
精
神
の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師

の
診
断
書
（
当
該
派
遣
元
責
任
者
が
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
認
知
、
判
断
又
は
意
思
疎
通
を
適
切
に
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

二
　
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書

ロ
　
申
請
者
の
精
神
の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
（
当
該
申
請
者
が
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り

認
知
、
判
断
又
は
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

ハ
　
申
請
者
が
未
成
年
者
で
船
員
派
遣
事
業
に
関
し
営
業
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に

掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
書
類

（１）
　
当
該
申
請
者
の
法
定
代
理
人
が
個
人
で
あ
る
場
合
　
当
該
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書

並
び
に
当
該
法
定
代
理
人
の
精
神
の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書
（
当
該
法
定
代
理
人
が
精
神

の
機
能
の
障
害
に
よ
り
認
知
、
判
断
又
は
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
者

で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

（２）
　
当
該
申
請
者
の
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
　
当
該
法
定
代
理
人
に
係
る
前
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に

掲
げ
る
書
類
（
法
定
代
理
人
の
役
員
が
未
成
年
者
で
船
員
派
遣
事
業
に
関
し
営
業
の
許
可
を
受
け
て
い
な

い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
（
法
人
に
限
る
。
）
に
係
る
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲

げ
る
書
類
又
は
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
（
個
人
に
限
る
。
以
下
こ
の
（
２
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
住

民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書
並
び
に
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
の
精
神
の
機
能
の
障
害
に
関
す
る
医
師
の
診

断
書
（
当
該
役
員
の
法
定
代
理
人
が
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
認
知
、
判
断
又
は
意
思
疎
通
を
適
切
に

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
者
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
を
含
む
。
）

ニ
　
前
号
ヘ
及
び
チ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
書
類

３
　
法
第
五
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
添
付
す
べ
き
事
業
計
画
書
の
様
式
は
、
第
四
号
様
式
と
す
る
。

（
法
第
五
十
六
条
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
五
条
の
二
　
法
第
五
十
六
条
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
船
員

派
遣
事
業
を
的
確
に
遂
行
す
る
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
者
と
す
る
。

（
法
第
五
十
八
条
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
六
条
　
法
第
五
十
八
条
第
一
項
の
許
可
証
（
以
下
「
許
可
証
」
と
い
う
。
）
の
様
式
は
、
第
五
号
様
式
と
す

る
。

２
　
法
第
五
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
六
号
様
式
に
よ
る
許

可
証
再
交
付
申
請
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
当
該
事
実
の

あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
第
一
号
又
は
第
二
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
船
員
派
遣
事
業
を
行

う
す
べ
て
の
事
業
所
に
係
る
許
可
証
を
、
第
三
号
の
場
合
に
あ
つ
て
は
発
見
し
又
は
回
復
し
た
許
可
証
を
、
国
土

交
通
大
臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
許
可
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
。

二
　
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
し
た
と
き
。

三
　
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
亡
失
し
た
許
可
証
を
発
見
し
、
又
は
回
復
し
た
と
き
。

４
　
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
者
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、

当
該
各
号
に
掲
げ
る
者
は
、
当
該
事
実
の
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
船
員
派
遣
事
業
を
行

う
す
べ
て
の
事
業
所
に
係
る
許
可
証
を
国
土
交
通
大
臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
死
亡
し
た
場
合
　
同
居
の
親
族
又
は
法
定
代
理
人

二
　
法
人
が
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
場
合
　
合
併
後
存
続
し
、
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
の
代
表
者

（
法
第
六
十
条
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
七
条
　
法
第
六
十
条
第
二
項
の
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
許
可
の
有
効
期

間
が
満
了
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
第
三
号
様
式
に
よ
る
船
員
派
遣
事
業
許
可
有
効
期
間
更
新
申
請
書
を
国

土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
六
十
条
第
二
項
の
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
は
、
当
該
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
現
に
有
す
る
許
可

証
と
引
換
え
に
新
た
な
許
可
証
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
六
十
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
五
条
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
（
同
号
ハ
及
び
リ

に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
。
）

二
　
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
ヘ
、
チ
及
び
ヌ
並
び
に
同
項
第
二

号
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
書
類

４
　
法
第
六
十
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
添
付
す
べ
き
事
業
計
画
書
の

様
式
は
、
第
四
号
様
式
と
す
る
。

（
法
第
六
十
一
条
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
八
条
　
法
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
五
十
五
条
第
二
項
各
号

に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
に
係
る
事
実
の
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
（
法
第
五
十
五
条
第
二
項
第

四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
届
出
に
あ
つ
て
は
、
当
該
変
更
に
係
る
事
実
の
あ
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

三
十
日
以
内
）
に
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
が
許
可
証
の
記
載
事
項
に
該
当
し
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
第
六
号
様

式
に
よ
る
船
員
派
遣
事
業
変
更
届
出
書
を
、
当
該
届
出
に
係
る
事
項
が
許
可
証
の
記
載
事
項
に
該
当
す
る
場
合
に

あ
つ
て
は
第
六
号
様
式
に
よ
る
船
員
派
遣
事
業
変
更
届
出
書
及
び
許
可
証
書
換
申
請
書
を
、
国
土
交
通
大
臣
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
う
ち
、
事
業
所
の
新
設
に
係
る
変
更
の
届
出
を
行
う
場
合
に

は
、
前
項
の
船
員
派
遣
事
業
変
更
届
出
書
に
は
、
法
人
に
あ
つ
て
は
当
該
新
設
す
る
事
業
所
に
係
る
第
二
十
五
条

第
二
項
第
一
号
ヘ
及
び
チ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
を
、
個
人
に
あ
つ
て
は
当
該
新
設
す
る
事
業
所
に
係
る
同
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項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
書
類
を
、
事
業
所
の
新
設
に
係
る
変
更
の
届
出
以
外
の
届
出
を
行
う
場
合
に
は
、
前
項
の

船
員
派
遣
事
業
変
更
届
出
書
又
は
船
員
派
遣
事
業
変
更
届
出
書
及
び
許
可
証
書
換
申
請
書
に
は
、
第
二
十
五
条
第

二
項
に
規
定
す
る
書
類
の
う
ち
当
該
変
更
事
項
に
係
る
書
類
（
事
業
所
の
廃
止
に
係
る
変
更
の
届
出
に
あ
つ
て

は
、
当
該
廃
止
し
た
事
業
所
に
係
る
許
可
証
）
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
船
員
派
遣
元
事
業
主
が
船
員
派
遣
事
業
を
行
つ
て
い
る
他
の
事
業
所
の
派
遣
元
責
任
者

を
当
該
新
設
す
る
事
業
所
の
派
遣
元
責
任
者
と
し
て
引
き
続
き
選
任
し
た
と
き
、
又
は
法
第
五
十
五
条
第
二
項
第

四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
派
遣
元
責
任
者
の
氏
名
に
変
更
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
船
員
派
遣
元
事
業
主

が
船
員
派
遣
事
業
を
行
つ
て
い
る
他
の
事
業
所
の
派
遣
元
責
任
者
を
当
該
変
更
に
係
る
事
業
所
の
変
更
後
の
派
遣

元
責
任
者
と
し
て
引
き
続
き
選
任
し
た
と
き
は
、
法
人
に
あ
つ
て
は
第
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
リ
に
掲
げ
る
書

類
の
う
ち
履
歴
書
（
選
任
し
た
派
遣
元
責
任
者
の
住
所
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、
住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
、
個
人
に
あ
つ
て
は
同
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
履
歴
書
を
添
付

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

４
　
法
第
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
証
の
交
付
は
、
当
該
新
設
に
係
る
事
業
所
ご
と
に
行
う
も
の
と
す

る
。

（
法
第
六
十
二
条
に
関
す
る
事
項
）

第
二
十
九
条
　
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
船
員
派
遣
事
業
を
廃
止

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
内
に
、
船
員
派
遣
事
業
を
行
う
す
べ
て
の
事
業
所
に
係
る
許
可
証
を
添
え

て
、
第
七
号
様
式
に
よ
る
船
員
派
遣
事
業
廃
止
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
六
十
四
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
条
　
船
員
派
遣
元
事
業
主
は
、
法
第
六
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
を
、
毎

事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
作
成
し
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
船
員
派
遣

元
事
業
主
が
当
該
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
を
提
出
し
た
と
き
は
、
収
支
決
算
書
を
提
出

す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

２
　
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
の
様
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第

八
号
様
式
及
び
第
九
号
様
式
と
す
る
。

３
　
船
員
派
遣
元
事
業
主
は
、
法
第
六
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
第
十
号
様

式
に
よ
る
外
国
船
舶
派
遣
届
出
書
に
次
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
写
し
を
添
え
て
国
土
交
通
大
臣
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
六
十
六
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
一
条
　
法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
め
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容
の
組
合
せ
が
一

で
あ
る
と
き
は
当
該
組
合
せ
に
係
る
派
遣
船
員
の
数
を
、
当
該
組
合
せ
が
二
以
上
で
あ
る
と
き
は
当
該
そ
れ
ぞ
れ

の
組
合
せ
の
内
容
及
び
当
該
組
合
せ
ご
と
の
派
遣
船
員
の
数
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
六
十
六
条
第
一
項
第
九
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
派
遣
元
責
任
者
及
び
派
遣
先
責
任
者
に
関
す
る
事
項

二
　
船
員
派
遣
元
事
業
主
が
、
派
遣
先
で
あ
る
者
又
は
派
遣
先
と
な
ろ
う
と
す
る
者
と
の
間
で
、
こ
れ
ら
の
者
が

当
該
派
遣
船
員
に
対
し
、
陸
上
に
お
け
る
宿
泊
、
休
養
、
医
療
及
び
慰
安
の
施
設
で
あ
つ
て
現
に
当
該
派
遣
先

で
あ
る
者
又
は
派
遣
先
に
な
ろ
う
と
す
る
者
に
雇
用
さ
れ
る
船
員
が
通
常
利
用
し
て
い
る
も
の
の
利
用
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
関
す
る
施
設
又
は
設
備
の
利
用
、
制
服
の
貸
与
そ
の
他
の
派
遣
船
員
の
福
祉
の
増
進
の
た

め
の
便
宜
を
供
与
す
る
旨
の
定
め
を
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
便
宜
供
与
の
内
容
及
び
方
法

３
　
船
員
派
遣
契
約
の
当
事
者
は
、
当
該
船
員
派
遣
契
約
の
締
結
に
際
し
法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定

め
た
事
項
を
、
書
面
に
記
載
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
派
遣
先
は
、
当
該
船
員
派

遣
契
約
の
締
結
に
当
た
り
法
第
六
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
明
示
さ
れ
た
内
容
を
、
当
該
書
面
に
併
せ
て
記

載
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
項
に
規
定
す
る
書
面
に
は
、
同
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
業
務
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
船
員
派
遣
の
場
合
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項

第
一
号
イ
に
該
当
す
る
旨

二
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
業
務
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
船
員
派
遣
の
場
合
　
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に

掲
げ
る
事
項

イ
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
該
当
す
る
旨

ロ
　
当
該
派
遣
先
に
お
い
て
当
該
業
務
が
一
月
間
に
行
わ
れ
る
日
数

ハ
　
当
該
派
遣
先
に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
船
員
の
一
月
間
の
所
定
労
働
日
数

三
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
第
二
号
の
業
務
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
船
員
派
遣
の
場
合
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る

事
項

イ
　
船
員
法
第
八
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
（
以
下
「
産
前
産
後
休
業
」
と
い

う
。
）
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年

法
律
第
七
十
六
号
。
以
下
「
育
児
・
介
護
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
育
児
休
業
（
以

下
「
育
児
休
業
」
と
い
う
。
）
又
は
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
休
業
を
す
る
船
員
の

氏
名
及
び
業
務

ロ
　
イ
の
船
員
が
す
る
産
前
産
後
休
業
、
育
児
休
業
又
は
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
け
る
休

業
の
開
始
及
び
終
了
予
定
の
日

四
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
業
務
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
船
員
派
遣
の
場
合
　
次
の
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る

事
項

イ
　
育
児
・
介
護
休
業
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
介
護
休
業
（
以
下
「
介
護
休
業
」
と
い
う
。
）
又
は
第

三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
休
業
を
す
る
船
員
の
氏
名
及
び
業
務

ロ
　
イ
の
船
員
が
す
る
介
護
休
業
又
は
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
休
業
の
開
始
及
び
終
了
予
定
の
日

５
　
船
員
派
遣
元
事
業
主
は
、
外
国
船
舶
派
遣
に
係
る
船
員
派
遣
契
約
の
締
結
に
際
し
、
法
第
六
十
六
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
定
め
た
事
項
を
書
面
に
記
載
し
て
、
当
該
外
国
船
舶
派
遣
に
係
る
派
遣
先
に
書
面
の
交
付
若
し
く
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
用
い
て
す
る
送
信
又
は
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
（
以
下
「
書
面
の
交
付
等
」
と
い
う
。
）
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
法
第
六
十
六
条
第
二
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
法
第
七
十
九
条
の
船
員
派
遣
契
約
に
関
す
る
措
置

二
　
法
第
八
十
条
第
一
項
の
苦
情
の
内
容
の
通
知
及
び
当
該
苦
情
の
処
理

三
　
疾
病
、
負
傷
等
の
場
合
に
お
け
る
療
養
の
実
施
そ
の
他
派
遣
船
員
の
福
祉
の
増
進
に
係
る
必
要
な
援
助

四
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
派
遣
就
業
が
適
正
か
つ
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
必
要
な
措
置

７
　
法
第
六
十
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
抵
触
す
る
こ
と
と
な
る
最
初
の
日
の
通

知
は
、
船
員
派
遣
契
約
を
締
結
す
る
に
当
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
書
面
の
交
付
等
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
法
第
七
十
一
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
二
条
　
法
第
七
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
明
示
及
び
同
意
は
、
書
面
に
よ
り
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
七
十
三
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
三
条
　
法
第
七
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
明
示
は
、
当
該
規
定
に
よ
り
明
示
す
べ
き
事
項

を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
派
遣
船
員
に
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得

な
い
事
由
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
書
面
の
交
付
に
よ
る
明
示
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
書
面
以
外
の
方
法
に
よ

り
明
示
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
事
項
を

記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
派
遣
船
員
か
ら
請
求
が
あ
つ
た
と
き
。

二
　
前
号
以
外
の
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
船
員
派
遣
の
期
間
が
一
週
間
を
超
え
る
と
き
。

（
法
第
七
十
四
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
四
条
　
法
第
七
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
法
第
六
十
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容
の
組

合
せ
が
一
で
あ
る
と
き
は
当
該
組
合
せ
に
係
る
法
第
七
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
、
当
該
組
合
せ
が
二
以
上

5



で
あ
る
と
き
は
当
該
組
合
せ
ご
と
に
法
第
七
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
通
知
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
七
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
船
員
派
遣
に
際
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
書
面
の
交
付
等
に
よ
り
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
書
面
の
交
付
等
に
よ
る
通
知
が
で
き
な

い
場
合
に
お
い
て
、
書
面
の
交
付
等
以
外
の
方
法
に
よ
り
通
知
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
船
員
派
遣
の
期
間
が
二
週
間
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
船
員
派
遣
の

開
始
の
後
遅
滞
な
く
、
当
該
事
項
に
係
る
書
面
の
交
付
等
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
法
第
七
十
四
条
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
当
該
船
員
派
遣
に
係
る
派
遣
船
員
に
関
し
て
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
が
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
省
令
に
よ
り
当
該
書
類
を
届
け
出
る
べ
き
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
行
政
機
関
に
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
有
無
と
す
る
。

一
　
健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
健
康
保

険
被
保
険
者
資
格
取
得
届

二
　
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
厚
生
省
令
第
三
十
七
号
）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚

生
年
金
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届

三
　
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
雇
用
保
険
被
保
険

者
資
格
取
得
届

四
　
船
員
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
十
五
年
厚
生
省
令
第
五
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
船
員
保
険
被
保
険

者
資
格
取
得
届

５
　
船
員
派
遣
元
事
業
主
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
派
遣
先
に
通
知
す
る
と
き

は
、
当
該
書
類
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
具
体
的
な
理
由
を
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
法
第
七
十
四
条
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
派
遣
船
員
の
性
別
（
派
遣
船
員
が
十
八
歳
未
満
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
派
遣
船
員
の
年
齢
及
び
性

別
）

二
　
派
遣
船
員
に
係
る
法
第
六
十
六
条
第
一
項
第
四
号
、
第
五
号
又
は
第
九
号
に
掲
げ
る
事
項
の
内
容
が
、
同
項

の
規
定
に
よ
り
船
員
派
遣
契
約
に
定
め
た
当
該
派
遣
船
員
に
係
る
組
合
せ
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
の
内
容

と
異
な
る
場
合
に
お
け
る
当
該
内
容

（
法
第
七
十
五
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
五
条
　
法
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
派
遣
先
へ
の
通
知
に
あ
つ
て
は
書
面
の
交
付
等
に

よ
り
、
派
遣
船
員
へ
の
通
知
に
あ
つ
て
は
書
面
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

派
遣
船
員
へ
の
通
知
に
あ
つ
て
は
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
書
面
の
交
付
に
よ
る
通
知
が
で
き

な
い
場
合
に
お
い
て
、
書
面
以
外
の
方
法
に
よ
り
通
知
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
派
遣
船
員
か
ら
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
書
面
を
交
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
七
十
六
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
六
条
　
法
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
派
遣
元
責
任
者
の
選
任
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
船
員
派
遣
元
事
業
主
の
事
業
所
ご
と
に
当
該
事
業
所
に
専
属
の
派
遣
元
責
任
者
と
し
て
自
己
の
雇
用
す
る
者

の
中
か
ら
選
任
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
船
員
派
遣
元
事
業
主
（
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
役
員
）
を
派
遣
元

責
任
者
と
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

二
　
当
該
事
業
所
の
派
遣
船
員
の
数
が
百
人
以
下
の
と
き
は
一
人
以
上
の
者
を
、
百
人
を
超
え
二
百
人
以
下
の
と

き
は
二
人
以
上
の
者
を
、
二
百
人
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
派
遣
船
員
の
数
が
二
百
人
を
超
え
る
百
人
ご
と
に

一
人
を
二
人
に
加
え
た
数
以
上
の
者
を
選
任
す
る
こ
と
。

２
　
法
第
七
十
六
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
派
遣
元
責
任
者
の
職
務
を
的

確
に
遂
行
す
る
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

（
法
第
七
十
七
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
七
条
　
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
元
管
理
台
帳
の
作
成
は
、
船
員
派
遣
元
事
業
主
の
事
業

所
ご
と
に
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
元
管
理
台
帳
の
記
載
は
、
船
員
派
遣
を
す
る
に
際
し
、
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
八
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
通
知
に
係
る
事
項
が
法
第
七
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
つ
て
当
該
通
知
に
係

る
事
項
の
内
容
が
前
項
の
記
載
と
異
な
る
と
き
は
、
当
該
通
知
が
行
わ
れ
た
都
度
、
当
該
通
知
に
係
る
事
項
の
内

容
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
法
第
七
十
七
条
第
一
項
第
七
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
派
遣
船
員
の
氏
名

二
　
派
遣
先
の
事
業
所
の
名
称

三
　
派
遣
元
責
任
者
及
び
派
遣
先
責
任
者
に
関
す
る
事
項

四
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
業
務
に
つ
い
て
船
員
派
遣
を
す
る
と
き
は
、
第
三
十
一
条
第
四
項
第
一

号
の
事
項

五
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
業
務
に
つ
い
て
船
員
派
遣
を
す
る
と
き
は
、
第
三
十
一
条
第
四
項
第
二

号
の
事
項

六
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
第
二
号
の
業
務
に
つ
い
て
船
員
派
遣
を
す
る
と
き
は
、
第
三
十
一
条
第
四
項
第
三
号

の
事
項

七
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
業
務
に
つ
い
て
船
員
派
遣
を
す
る
と
き
は
、
第
三
十
一
条
第
四
項
第
四
号

の
事
項

八
　
第
三
十
四
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
内
容

５
　
法
第
七
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
元
管
理
台
帳
を
保
存
す
べ
き
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
の
起
算
日

は
、
船
員
派
遣
の
期
間
の
終
了
の
日
と
す
る
。

（
法
第
七
十
八
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
八
条
　
第
三
十
三
条
の
規
定
は
、
船
員
派
遣
元
事
業
主
以
外
の
船
員
派
遣
を
す
る
事
業
主
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

（
法
第
八
十
一
条
に
関
す
る
事
項
）

第
三
十
九
条
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
船
員
法
第
八
十
七
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
休
業
若
し
く
は
育
児
休
業
に
後
続
す
る
休
業
で
あ
つ
て
母
性
保
護
又
は
子
の
養
育
を
す
る
た
め
の

も
の
を
す
る
場
合
と
す
る
。

２
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
休
業
は
、
介
護
休
業
に
後
続
す
る
休
業
で
あ
つ
て

育
児
・
介
護
休
業
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
対
象
家
族
を
介
護
す
る
た
め
に
す
る
休
業
と
す
る
。

３
　
派
遣
先
は
、
法
第
八
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間
を
定

め
る
に
当
た
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
書
面
に
記
載
し
、
当
該
船
員
派
遣
の
期
間
の
終
了
の
日
か
ら
三
年
間

保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
意
見
を
聴
い
た
法
第
八
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
船
員
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
過
半
数
組
合
」
と
い
う
。
）
の
名
称
又
は
船
員
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
過
半
数
代
表
者
」
と
い
う
。
）
の
氏
名

二
　
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
過
半
数
組
合
又
は
過
半
数
代
表
者
に
通
知
し
た
事
項
及
び
通
知
し
た
日

三
　
過
半
数
組
合
又
は
過
半
数
代
表
者
か
ら
意
見
を
聴
い
た
日
及
び
当
該
意
見
の
内
容

四
　
意
見
を
聴
い
て
、
第
六
項
第
二
号
の
船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間
又
は
変
更
し
よ
う

と
す
る
期
間
を
変
更
し
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
し
た
期
間

４
　
過
半
数
代
表
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一
　
船
長
、
甲
板
部
、
機
関
部
又
は
無
線
部
の
最
上
位
に
あ
る
職
員
で
航
海
当
直
を
し
な
い
者
及
び
事
務
長
で
な

い
こ
と
。

二
　
法
第
八
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
取
さ
れ
る
者
を
選
出
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
実
施
さ

れ
る
投
票
、
挙
手
等
の
方
法
に
よ
る
手
続
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
。

５
　
前
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
が
い
な
い
事
業
所
に
あ
つ
て
は
、
過
半
数
代
表
者
は
前
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者

と
す
る
。
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６
　
法
第
八
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
過
半
数
組
合
又
は
過
半
数
代
表
者
に
対
し
意
見
を
聴
く
場
合
は
、
当
該

過
半
数
組
合
又
は
過
半
数
代
表
者
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
書
面
の
交
付
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
書
面
の
交
付
に
よ
る
通
知
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
書

面
の
交
付
以
外
の
方
法
に
よ
り
通
知
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
業
務

二
　
船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間
を
新
た
に
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
船
員
派
遣
の

役
務
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
間
及
び
開
始
予
定
時
期
、
船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る

期
間
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
変
更
し
よ
う
と
す
る
期
間

７
　
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
過
半
数
組
合
又
は
過
半
数
代
表
者
か
ら
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅

滞
な
く
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
法
第
八
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
書
面
の
交
付
等
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
八
十
五
条
に
関
す
る
事
項
）

第
四
十
条
　
法
第
八
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
派
遣
先
責
任
者
の
選
任
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
派
遣
船
舶
ご
と
に
当
該
派
遣
船
舶
に
専
属
の
派
遣
先
責
任
者
と
し
て
自
己
の
雇
用
す
る
者
の
中
か
ら
選
任
す

る
こ
と
。
た
だ
し
、
派
遣
先
（
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
役
員
）
を
派
遣
先
責
任
者
と
す
る
こ
と
を
妨
げ
な

い
。

二
　
派
遣
船
舶
に
お
い
て
派
遣
先
が
そ
の
指
揮
命
令
の
下
に
労
務
に
従
事
さ
せ
る
派
遣
船
員
の
数
が
百
人
以
下
の

と
き
は
一
人
以
上
の
者
を
、
百
人
を
超
え
二
百
人
以
下
の
と
き
は
二
人
以
上
の
者
を
、
二
百
人
を
超
え
る
と
き

は
当
該
派
遣
船
員
の
数
が
二
百
人
を
超
え
る
百
人
ご
と
に
一
人
を
二
人
に
加
え
た
数
以
上
の
者
を
選
任
す
る
こ

と
。

（
法
第
八
十
六
条
に
関
す
る
事
項
）

第
四
十
一
条
　
法
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
先
管
理
台
帳
の
作
成
は
、
派
遣
船
舶
ご
と
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
先
管
理
台
帳
の
記
載
は
、
船
員
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
る
に

際
し
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
八
十
六
条
第
一
項
第
六
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
派
遣
船
員
の
氏
名

二
　
船
員
派
遣
元
事
業
主
の
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
派
遣
先
責
任
者
及
び
派
遣
元
責
任
者
に
関
す
る
事
項

四
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
業
務
に
つ
い
て
船
員
派
遣
を
す
る
と
き
は
、
第
三
十
一
条
第
四
項
第
一

号
の
事
項

五
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
業
務
に
つ
い
て
船
員
派
遣
を
す
る
と
き
は
、
第
三
十
一
条
第
四
項
第
二

号
の
事
項

六
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
第
二
号
の
業
務
に
つ
い
て
船
員
派
遣
を
す
る
と
き
は
、
第
三
十
一
条
第
四
項
第
三
号

の
事
項

七
　
法
第
八
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
業
務
に
つ
い
て
船
員
派
遣
を
す
る
と
き
は
、
第
三
十
一
条
第
四
項
第
四
号

の
事
項

八
　
第
三
十
四
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
内
容

４
　
法
第
八
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
先
管
理
台
帳
を
保
存
す
べ
き
期
間
の
計
算
に
つ
い
て
の
起
算
日

は
、
船
員
派
遣
の
期
間
の
終
了
の
日
と
す
る
。

５
　
法
第
八
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
船
員
派
遣
元
事
業
主
に
対
す
る
通
知
は
、
派
遣
船
員
ご
と
の
同
条
第
一

項
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
、
一
月
ご
と
に
一
回
以
上
、
一
定
の
期
日
を
定

め
て
、
書
面
の
交
付
等
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
船
員
派
遣
元
事
業
主
か
ら
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
前
項
に
定
め
る
事
項
を
、

遅
滞
な
く
、
書
面
の
交
付
等
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
八
十
九
条
に
関
す
る
事
項
）

第
四
十
二
条
　
法
第
八
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第
六
十
七
条
の
二
第
二
項

の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
勤
務
時
間
の
変
更
、
作
業
の
転
換
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
と
す
る
。

２
　
法
第
八
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
乗
組
み
派
遣

船
員
に
関
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
運
輸
省
令
第
五
十
三
号
）
第
十
条
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第

三
号
ま
で
、
第
七
号
及
び
第
八
号
（
同
令
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
第
十
条
の
四
第

一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
、
第
十
三
条
第
一
号
（
同
令
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
第
三
十
一
条
の
二
か
ら
第
三
十
二
条
の
十
六
ま
で
の
事
項

二
　
船
員
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
二
十
一
号
）
第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
、

第
四
十
三
条
（
同
令
第
三
十
九
条
第
一
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
第
四
十
九
条
第
一
項
第
二
号
の
事
項

３
　
法
第
八
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
乗
組
み
派
遣

船
員
に
関
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
十
条
の
二
か
ら
第
十
条
の
七
ま

で
（
同
令
第
十
条
の
二
第
一
項
第
四
号
、
第
五
号
、
第
八
号
（
同
令
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
係
る
も
の
を
除

く
。
）
及
び
第
九
号
を
除
く
。
）
、
第
十
条
の
九
、
第
十
条
の
十
、
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
、
第
十
三
条
第
一
号

（
同
令
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
第
三
十
一
条
の
二
か
ら
第
三
十
二
条
の
十
七
ま
で

の
事
項
並
び
に
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

４
　
乗
組
み
派
遣
船
員
の
派
遣
就
業
に
関
し
て
は
、
乗
組
み
派
遣
船
員
が
乗
り
組
む
船
舶
に
お
い
て
船
員
派
遣
の
役

務
の
提
供
を
受
け
る
者
の
み
を
乗
組
み
派
遣
船
員
を
使
用
す
る
船
舶
所
有
者
と
み
な
し
て
、
船
員
法
施
行
規
則

（
昭
和
二
十
二
年
運
輸
省
令
第
二
十
三
号
）
第
四
十
八
条
の
二
か
ら
第
四
十
八
条
の
四
ま
で
及
び
附
則
第
二
条
の

規
定
並
び
に
指
定
漁
船
に
乗
り
組
む
海
員
の
労
働
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
三
年
運
輸
省
令
第

四
十
九
号
）
第
三
条
、
第
五
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
五
項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
、
第
八
条
第
一
項
並

び
に
第
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
そ
の
使

用
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
派
遣
元
の
船
舶
所
有
者
が
そ
の
使

用
す
る
」
と
、
「
こ
れ
を
所
轄
地
方
運
輸
局
長
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
こ
れ
を
所
轄
地
方
運
輸
局
長
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

５
　
法
第
八
十
九
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第
百
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
の

う
ち
、
船
員
法
施
行
規
則
第
七
十
三
条
第
一
項
第
二
号
（
乗
組
み
派
遣
船
員
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
規
定
す

る
も
の
は
、
派
遣
先
の
船
舶
所
有
者
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
派
遣
先
の
船
舶
所
有
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
乗
組
み
派
遣
船
員
に
係
る
報
告
を
所
轄
地
方
運
輸
局
長
に
し

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
写
し
を
派
遣
元
の
船
舶
所
有
者
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
九
十
条
に
関
す
る
事
項
）

第
四
十
三
条
　
法
第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
災
害
防
止
活
動
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
六
十
一
号
。
以
下
「
船
災
防
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
の
乗
組
み
派
遣

船
員
に
関
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
船
災
防
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
の
業
務
の
う
ち
、
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の

事
項
に
関
す
る
も
の

二
　
船
災
防
法
第
十
条
第
一
項
第
四
号
の
業
務
の
う
ち
、
船
員
法
施
行
規
則
第
五
十
五
条
、
船
員
労
働
安
全
衛
生

規
則
第
三
十
二
条
及
び
船
員
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
第
三
十
九
条
の
事
項
に
関
す
る
も
の

２
　
法
第
九
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
災
防
法
第
十
一
条
第
一
項
の
乗
組
み
派
遣
船

員
に
関
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
船
災
防
法
第
十
一
条
第
一
項
第
四
号
の
事
項
の
う
ち
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一
　
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
事
項
に
関
す
る
も
の

二
　
船
員
法
施
行
規
則
第
五
十
五
条
、
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
三
十
二
条
及
び
船
員
電
離
放
射
線
障
害
防
止

規
則
第
三
十
九
条
の
事
項
に
関
す
る
も
の

３
　
法
第
九
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
災
防
法
第
十
条
第
一
項
の
乗
組
み
派
遣
船
員

に
関
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

４
　
法
第
九
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
災
防
法
第
十
一
条
第
一
項
の
乗
組
み
派
遣
船

員
に
関
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
船
災
防
法
第
十
一
条
第
一
項
第
四
号
の
事
項
の
う
ち
、
第
二
項

各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
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（
法
第
九
十
二
条
に
関
す
る
事
項
）

第
四
十
四
条
　
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
手
当
は
、
船
員
法
施
行
規
則
第
四
十
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
報
酬
（
船
舶
、
航

海
又
は
積
荷
の
態
様
に
よ
り
支
払
わ
れ
る
報
酬
を
除
く
。
）
並
び
に
乗
船
中
支
給
さ
れ
る
食
料
の
費
用
に
相
当
す

る
額
と
す
る
。

２
　
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
船
員
派
遣
元
事
業
主
の
行
う
安
全
及
び
健
康
の
確
保
に
関
す
る
業
務
を
管
理
す
る
者
の
う
ち
か
ら
安
全
衛
生

担
当
者
を
選
任
し
、
そ
の
者
に
次
の
業
務
を
管
理
さ
せ
る
こ
と
。

イ
　
派
遣
船
員
の
安
全
及
び
衛
生
に
関
す
る
教
育
を
行
う
こ
と
。

ロ
　
健
康
検
査
の
実
施
そ
の
他
派
遣
船
員
の
健
康
管
理
を
行
う
こ
と
。

ハ
　
派
遣
船
員
の
安
全
及
び
健
康
の
確
保
に
関
し
派
遣
船
員
の
意
見
を
聴
く
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

ニ
　
そ
の
他
派
遣
船
員
の
安
全
及
び
健
康
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
業
務
を
行
う
こ
と
。

二
　
派
遣
船
員
の
安
全
及
び
健
康
の
確
保
を
図
る
た
め
の
体
制
の
整
備
に
関
し
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

３
　
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第
八
十
七
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
場
合
は
、
妊
娠
中
の
女
子
の
派
遣
船
員
が
医
師
に
よ
る
診
察
又
は
処
置
を
必
要
と
す
る
場
合
に
お
い

て
最
寄
り
の
国
内
の
港
に
二
時
間
以
内
に
入
港
す
る
こ
と
が
で
き
る
航
海
に
関
し
、
そ
の
者
が
船
員
派
遣
の
役
務

に
従
事
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
母
性
保
護
上
支
障
が
な
い
と
医
師
が
認
め
た
と
き
と

す
る
。

４
　
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第
八
十
七
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
場
合
は
、
出
産
後
六
週
間
を
経
過
し
た
女
子
が
船
員
派
遣
の
役
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
母
性
保
護
上
支
障
が
な
い
と
医
師
が
認
め
た
と
き
と
す
る
。

５
　
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
船
員
法
施
行
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
技
術
的
読
替
え

は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

読
替
え
に
係
る
船
員

法
施
行
規
則
の
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
十
六
条

次
に
掲
げ
る
事
項

次
に
掲
げ
る
事
項
（
第
二
号
、

第
九
号
及
び
第
十
号
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
。
）

第
十
六
条
第
六
号

基
準
労
働
期
間
、
労
働
時
間
、
休
息
時
間
、
休
日
及
び
休
暇

に
関
す
る
事
項
並
び
に
交
代
乗
船
制
等
特
殊
の
乗
船
制
を
と

る
場
合
に
お
け
る
当
該
乗
船
制
に
関
す
る
事
項

労
働
時
間
、
休
息
時
間
、
休
日

及
び
休
暇
に
関
す
る
事
項

第
二
十
五
条
第
二
号

雇
入
契
約

船
員
派
遣
契
約

第
七
十
条
第
二
号

基
準
労
働
期
間
、
休
息
時
間
、
当
直
割
及
び
当
直
の
交
代
方

法
並
び
に
交
代
乗
船
制
等
特
殊
の
乗
船
制
を
と
る
場
合
に
お

け
る
当
該
乗
船
制

休
息
時
間

第
七
十
五
条
第
一
項

船
内
及
び
そ
の
他
の
事
業
場
内

事
業
場
内

（
法
第
百
二
条
に
関
す
る
事
項
）

第
四
十
五
条
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
必
要
な
事
項
を
報
告
さ
せ
、
又
は
帳
簿

書
類
の
提
出
を
求
め
る
と
き
は
、
当
該
報
告
す
べ
き
事
項
又
は
提
出
す
べ
き
帳
簿
書
類
を
書
面
に
よ
り
そ
の
理
由

を
付
し
て
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
法
第
百
三
条
に
関
す
る
事
項
）

第
四
十
六
条
　
国
土
交
通
大
臣
又
は
地
方
運
輸
局
長
が
、
法
第
百
三
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
若
し
く
は
業
務
を
停
止

し
、
又
は
許
可
を
取
り
消
す
と
き
は
、
交
通
政
策
審
議
会
又
は
地
方
交
通
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
法
第
百
四
条
に
関
す
る
事
項
）

第
四
十
七
条
　
法
第
百
四
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
法
人
で
あ
る
船
舶
所
有
者
と
す
る
。

（
法
第
百
五
条
に
関
す
る
事
項
）

第
四
十
八
条
　
法
第
百
五
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
法
第
百
五
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
　
十
四
万
二
千
八
百
円
（
船
員
派
遣
事
業
を
行
う
事
業
所
の
数
が
二
以
上

の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
千
三
百
円
に
当
該
事
業
所
数
か
ら
一
を
減
じ
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
十
四
万
二

千
八
百
円
を
加
え
た
額
）

二
　
法
第
百
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
　
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
許
可
証
一
枚
に
つ
き
千
三
百
五
十
円
（
情

報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
千
三
百
円
）

三
　
法
第
百
五
条
第
三
号
に
掲
げ
る
者
　
七
万
千
三
百
円
（
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て

は
、
七
万
千
二
百
五
十
円
）
に
船
員
派
遣
事
業
を
行
う
事
業
所
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額

四
　
法
第
百
五
条
第
四
号
に
掲
げ
る
者
　
書
換
え
を
受
け
よ
う
と
す
る
許
可
証
一
枚
に
つ
き
三
千
円
（
情
報
通
信

技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
書
換
え
を
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
千
九
百
五
十
円
）

２
　
法
第
百
五
条
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
は
、
申
請
書
に
当
該
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
額
の
収
入
印
紙
を
貼
つ

て
、
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
手
数
料
は
、
こ
れ
を
納
付
し
た
後
に
お
い
て
は
、
返
還
し
な
い
。

（
法
第
百
七
条
に
関
す
る
事
項
）

第
四
十
九
条
　
こ
の
省
令
で
地
方
運
輸
局
長
が
法
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
定
め
て
い
る

場
合
は
、
法
第
百
七
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
が
当
該
地
方
運
輸
局
長
に
委
任
さ
れ
た
も
の

と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
運
輸
局
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、

地
方
運
輸
局
長
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
法
第
四
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

二
　
法
第
九
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
指
導
及
び
助
言

三
　
法
第
九
十
八
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
並
び
に
同
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表

四
　
法
第
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
並
び
に
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表

五
　
法
第
百
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
の
受
理
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置

六
　
法
第
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
及
び
帳
簿
書
類
の
提
出
の
要
求
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
立
入
検
査

（
届
出
に
関
す
る
事
項
）

第
五
十
条
　
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
者
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
（
第
三
号
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
争
議
行
為
が
解
決
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
、
第
四
号
及
び
第
六
号
の
場
合

に
あ
つ
て
は
、
文
書
を
も
つ
て
）
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
期
限
に
よ
り
、
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
者
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

届
出
義
務
者

届
出
す
べ
き
場
合

届
出
期
限

届
出
先

一
　
求
人
者

求
人
の
申
込
み
の
内
容
が
自
己
を
当
事
者
と

す
る
労
働
協
約
に
反
す
る
に
至
つ
た
場
合

速
や
か
に

求
人
の
申
込
み
を
し
た
地
方
運
輸

局
長

二
　
求
人
者

労
働
条
件
そ
の
他
当
該
求
人
の
申
込
み
の
内

容
に
変
更
が
あ
つ
た
場
合

速
や
か
に

求
人
の
申
込
み
を
し
た
地
方
運
輸

局
長

三
　
求
人
者

同
盟
罷
業
、
閉
出
又
は
け
い
船
の
争
議
行
為

が
行
わ
れ
て
い
る
船
舶
に
つ
き
当
該
争
議
行

為
が
解
決
し
た
場
合

速
や
か
に

求
人
の
申
込
み
を
し
た
地
方
運
輸

局
長
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四
　
無
料
船
員
職

業
紹
介
事
業
者

当
該
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
し
た

場
合

廃
止
の
日
か

ら
七
日
以
内

国
土
交
通
大
臣

五
　
法
第
四
十
四

条
第
一
項
の
許
可

を
受
け
た
者

船
員
の
募
集
を
中
止
し
た
場
合

中
止
の
日
か

ら
十
日
以
内

当
該
許
可
を
受
け
た
者
の
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地

方
運
輸
局
長

六
　
無
料
船
員
労

務
供
給
事
業
者

当
該
事
業
を
廃
止
し
た
場
合

廃
止
の
日
か

ら
七
日
以
内

当
該
無
料
船
員
労
務
供
給
事
業
者

の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
地
方
運
輸
局
長

（
書
類
の
提
出
）

第
五
十
一
条
　
法
及
び
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
す
る
書
類
は
、
提
出
者
の
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
を
経
由
し
て
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
五
十
八
条
第
三
項
、
法
第
六
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
二

十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
す
る
書
類
（
許
可
証
を
含
む
。
）
の
う
ち
、
法
第
五
十
五

条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
事
項
以
外
の
事
項
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
船
員
派
遣
事
業
を
行

う
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
を
経
由
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
船
員
職
業
安
定
法
施
行
の
日
（
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
船
員
職
業
紹
介
法
施
行
規
則
（
大
正
十
一
年
逓
信
省
令
第
六
十
五
号
）
は
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
四
年
六
月
一
日
運
輸
省
令
第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
四
年
八
月
二
五
日
運
輸
省
令
第
四
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
八
月
一
九
日
運
輸
省
令
第
六
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
五
月
一
日
運
輸
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
九
月
二
八
日
運
輸
省
令
第
五
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
五
月
二
〇
日
運
輸
省
令
第
三
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
五
月
一
五
日
運
輸
省
令
第
三
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
三
月
三
〇
日
運
輸
省
令
第
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
地
方
支
分
部
局
の
整
理
の
た
め
の
行
政
管
理
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
の
日
（
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
三
月
二
四
日
運
輸
省
令
第
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
適
用
）

２
　
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
員
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
十
八
条
第
八
項
及
び
第
十
九
条
第
五
項
の
規

定
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
に
始
ま
る
四
半
期
以
降
の
船
員
募
集
報
告
書
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
四
月
六
日
運
輸
省
令
第
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
略

二
　
第
一
条
中
運
輸
省
組
織
規
程
第
三
十
五
条
の
改
正
規
定
、
第
二
条
中
海
運
局
支
局
等
組
織
規
程
の
題
名
の
改

正
規
定
、
「
第
一
章
　
海
運
局
支
局
」
を
削
る
改
正
規
定
、
同
令
第
二
章
の
改
正
規
定
、
同
令
別
表
第
一
の
改

正
規
定
（
同
表
九
州
海
運
局
福
岡
支
局
の
項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
令
別
表
第
二
の
改
正
規
定
（
「
第
二

条
の
二
関
係
」
を
「
第
二
条
の
二
、
第
二
条
の
三
関
係
」
に
改
め
る
部
分
及
び
同
表
九
州
海
運
局
福
岡
支
局
の

項
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
同
令
別
表
第
三
の
改
正
規
定
（
「
同
横
須
賀
同
」
を
「
同
三
崎
同
」
に
改
め
る
部

分
に
限
る
。
）
、
同
令
別
表
第
四
及
び
別
表
第
五
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
　
昭
和
五
十
八
年
一
月
一
日

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
六
月
二
二
日
運
輸
省
令
第
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
行
政
庁
が
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定

に
よ
り
し
た
許
可
、
認
可
そ
の
他
の
処
分
又
は
契
約
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
処
分
等
」
と
い
う
。
）
は
、
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
庁
が
し
た
処
分
等
と
み
な
し
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
同
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
行
政
庁
に
対
し
て
し
た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
申
請
等
」
と
い
う
。
）
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
庁
に
対
し
て
し
た
申
請
等
と
み
な
す
。

北
海
海
運
局
長

北
海
道
運
輸
局
長

東
北
海
運
局
長
（
山
形
県
又
は
秋
田
県
の
区
域
に
係
る
処
分
等
又
は
申
請
等
に
係
る
場
合
を
除

く
。
）

東
北
運
輸
局
長

東
北
海
運
局
長
（
山
形
県
又
は
秋
田
県
の
区
域
に
係
る
処
分
等
又
は
申
請
等
に
係
る
場
合
に
限

る
。
）
及
び
新
潟
海
運
監
理
部
長

新
潟
運
輸
局
長

関
東
海
運
局
長

関
東
運
輸
局
長

東
海
海
運
局
長

中
部
運
輸
局
長

近
畿
海
運
局
長

近
畿
運
輸
局
長

中
国
海
運
局
長

中
国
運
輸
局
長

四
国
海
運
局
長

四
国
運
輸
局
長

九
州
海
運
局
長

九
州
運
輸
局
長

神
戸
海
運
局
長

神
戸
海
運
監
理
部
長

札
幌
陸
運
局
長

北
海
道
運
輸
局
長

仙
台
陸
運
局
長

東
北
運
輸
局
長

新
潟
陸
運
局
長

新
潟
運
輸
局
長

東
京
陸
運
局
長

関
東
運
輸
局
長

名
古
屋
陸
運
局
長

中
部
運
輸
局
長

大
阪
陸
運
局
長

近
畿
運
輸
局
長

広
島
陸
運
局
長

中
国
運
輸
局
長

高
松
陸
運
局
長

四
国
運
輸
局
長

福
岡
陸
運
局
長

九
州
運
輸
局
長

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
海
運
局
支
局
長
が
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
し
た
処
分
等

は
、
相
当
の
地
方
運
輸
局
又
は
海
運
監
理
部
の
海
運
支
局
長
が
し
た
処
分
等
と
み
な
し
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に

海
運
局
支
局
長
に
対
し
て
し
た
申
請
等
は
、
相
当
の
地
方
運
輸
局
又
は
海
運
監
理
部
の
海
運
支
局
長
に
対
し
て
し

た
申
請
等
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
八
月
一
七
日
運
輸
省
令
第
二
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
船
員
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
律

第
五
十
一
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
年
八
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
八
年
三
月
二
五
日
運
輸
省
令
第
二
〇
号
）

（
施
行
期
日
）
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１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
船
員
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第

十
八
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
運
輸
局
長
（
海
運
監
理
部
長
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
認
証
を

受
け
た
者
が
行
う
船
員
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
員
職
業
安
定
法
施
行
規
則

（
次
項
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

３
　
旧
規
則
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
運
輸
局
長
の
認
証
を
受
け
た
者
が
行
う
船
員
の
募
集
に
つ
い
て

は
、
新
規
則
第
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
一
二
月
三
日
運
輸
省
令
第
七
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
船
員
職
業
安
定
法
第
五
十
四
条
の
許
可
を
受
け
て
い
る
労
働
組
合
の
当
該
許
可
の

有
効
期
間
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
五
月
二
七
日
運
輸
省
令
第
三
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
一
月
二
九
日
運
輸
省
令
第
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
六
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
七
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
三
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
二
月
二
一
日
国
土
交
通
省
令
第
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
海
上
運
送
事
業
の
活
性
化
の
た
め
の
船
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日

（
平
成
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規

則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
を
受
け
て
い
る
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
に
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
船
員
職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」

と
い
う
。
）
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
新

規
則
第
二
十
三
条
第
三
項
中
「
五
年
」
と
あ
る
の
は
「
船
員
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
令
第
八
号
。
以
下
「
改
正
省
令
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
職
業
安
定
法
施

行
規
則
第
二
十
二
条
第
一
項
の
許
可
の
有
効
期
間
の
う
ち
改
正
省
令
の
施
行
前
の
期
間
を
除
い
た
期
間
」
と
す

る
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
規
則
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
の
申
請
を
行
っ
て
い
る

者
は
、
施
行
日
に
新
規
則
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
の
申
請
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
の
期
間
に
係
る
旧
規
則
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第

十
七
条
第
一
項
、
第
二
十
条
第
五
項
及
び
第
二
十
三
条
第
七
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
七
日
国
土
交
通
省
令
第
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
国
土
交
通
省
令
第
四
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
独
立
行
政
法
人
に
係
る
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
国
土
交
通
省
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
三
月
二
〇
日
国
土
交
通
省
令
第
一
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
六
月
三
〇
日
国
土
交
通
省
令
第
五
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
七
月
一
六
日
国
土
交
通
省
令
第
六
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
海
上
運
送
法
及
び
船
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す

る
規
定
を
除
く
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
七
月
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
九
月
一
日
国
土
交
通
省
令
第
七
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
二
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
七
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

日
（
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
七
月
六
日
国
土
交
通
省
令
第
七
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
及
び
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管

理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平

成
二
十
四
年
七
月
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
二
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
船
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
三
月
一
日
）
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
五
年
五
月
一
日
国
土
交
通
省
令
第
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
二
千
六
年
の
海
上
の
労
働
に
関
す
る
条
約
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
三
一
日
国
土
交
通
省
令
第
二
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
二
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
一
三
日
国
土
交
通
省
令
第
三
四
号
）
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
整
備
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
九
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
六
日
国
土
交
通
省
令
第
四
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行

政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
三
日
国
土
交
通
省
令
第
九
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取

り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
月
七
日
国
土
交
通
省
令
第
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
海
事
産
業
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
海
上
運
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改

正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
等
に
係
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
内
航
海
運
業
法
施
行
規
則
第
十
一
号

様
式
に
よ
る
証
明
書
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
法
施
行
規
則
第
一
号
書
式
に
よ
る
海
員
名
簿
、
第

二
号
書
式
に
よ
る
航
海
日
誌
、
第
六
号
書
式
に
よ
る
届
出
書
、
第
八
号
書
式
に
よ
る
届
出
書
、
第
十
二
号
書
式
に

よ
る
申
請
書
、
第
十
三
号
書
式
に
よ
る
申
請
書
、
第
十
四
号
書
式
に
よ
る
申
請
書
、
第
十
六
号
書
式
に
よ
る
船
員

手
帳
、
第
十
六
号
の
二
書
式
に
よ
る
申
請
書
、
第
十
六
号
の
三
書
式
に
よ
る
報
酬
支
払
簿
、
第
十
七
号
の
二
書
式

に
よ
る
証
明
書
及
び
第
十
八
号
書
式
に
よ
る
証
明
書
、
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
職
業
安
定
法
施
行

規
則
第
三
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
及
び
第
六
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
、
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
舶
に

乗
り
組
む
医
師
及
び
衛
生
管
理
者
に
関
す
る
省
令
第
一
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
及
び
第
二
号
様
式
に
よ
る
衛
生
管

理
者
適
任
証
書
、
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
救
命
艇
手
規
則
第
一
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
、
第
二
号
様
式

に
よ
る
申
請
書
、
第
三
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
、
第
四
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
、
第
五
号
様
式
に
よ
る
救
命
艇
手

適
任
証
書
及
び
第
六
号
様
式
に
よ
る
救
命
艇
手
適
任
証
書
並
び
に
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
内
に
お
け

る
食
料
の
支
給
を
行
う
者
に
関
す
る
省
令
第
一
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
、
第
二
号
様
式
に
よ
る
船
舶
料
理
士
資
格

証
明
書
及
び
第
三
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
内
航
海
運
業
法
施
行

規
則
第
十
号
様
式
に
よ
る
証
明
書
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
員
法
施
行
規
則
第
一
号
書
式
に
よ
る
海

員
名
簿
、
第
二
号
書
式
に
よ
る
航
海
日
誌
、
第
六
号
書
式
に
よ
る
届
出
書
、
第
八
号
書
式
に
よ
る
届
出
書
、
第
十

二
号
書
式
に
よ
る
申
請
書
、
第
十
三
号
書
式
に
よ
る
申
請
書
、
第
十
四
号
書
式
に
よ
る
申
請
書
、
第
十
六
号
書
式

に
よ
る
船
員
手
帳
、
第
十
六
号
の
二
書
式
に
よ
る
申
請
書
、
第
十
六
号
の
三
書
式
に
よ
る
報
酬
支
払
簿
、
第
十
七

号
の
二
書
式
に
よ
る
証
明
書
及
び
第
十
八
号
書
式
に
よ
る
証
明
書
、
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
員
職
業

安
定
法
施
行
規
則
第
三
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
及
び
第
六
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
、
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

後
の
船
舶
に
乗
り
組
む
医
師
及
び
衛
生
管
理
者
に
関
す
る
省
令
第
一
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
及
び
第
二
号
様
式
に

よ
る
衛
生
管
理
者
適
任
証
書
、
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
救
命
艇
手
規
則
第
一
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
、

第
二
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
、
第
三
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
、
第
四
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
、
第
五
号
様
式
に
よ

る
救
命
艇
手
適
任
証
書
及
び
第
六
号
様
式
に
よ
る
救
命
艇
手
適
任
証
書
並
び
に
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

船
内
に
お
け
る
食
料
の
支
給
を
行
う
者
に
関
す
る
省
令
第
一
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
、
第
二
号
様
式
に
よ
る
船
舶

料
理
士
資
格
証
明
書
及
び
第
三
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
四
月
一
五
日
国
土
交
通
省
令
第
四
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
１
号
様
式
（
第
１
７
条
関
係
）
（
表
面
）

第1号様式（第17条関係）（表面）（平17国交令8・追加、令元国交令20・令2国交令98・一部改正） （日本産業規格A列4） 無料の船員職業紹介事業報告書 年月日 国土交通大臣殿 氏名又は名称 1船員職業安定法第39条第1項の規定により下記のとおり報告します。 2船員職業安定法第40条第4項の規定において準用する同法第39条第1項の規定により下記のとおり報告します。 1船員職業紹介所（事務所）の名称及び所在地 2活動状況 ①求人 甲機別等甲板機関その他 合計 船種別職員部員計職員部員計職員部員計 外航 貨物船 内航 新規求人数 旅客船・フェ リー 漁船 その他 計 ②求職 甲機別等甲板機関その他 合計 船種別職員部員計職員部員計職員部員計 外航（）（）（）（）（）（）（）（）（）（） 貨物船 内航（）（）（）（）（）（）（）（）（）（） 新規求職数 旅客船・フェ （）（）（）（）（）（）（）（）（）（） リー 漁船（）（）（）（）（）（）（）（）（）（） その他（）（）（）（）（）（）（）（）（）（） 計（）（）（）（）（）（）（）（）（）（） ③成立 甲機別等甲板機関その他 合計 船種別職員部員計職員部員計職員部員計 外航（）（）（）（）（）（）（）（）（）（） 貨物船 成立数 内航（）（）（）（）（）（）（）（）（）（） 旅客船・フェ （）（）（）（）（）（）（）（）（）（） リー 漁船（）（）（）（）（）（）（）（）（）（） その他（）（）（）（）（）（）（）（）（）（） 計（）（）（）（）（）（）（）（）（）（） 3船員職業紹介の業務に従事する者の数 人 
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第
１
号
様
式
（
第
１
７
条
関
係
）
（
裏
面
）

第1号様式（第17条関係）（裏面）（平17国交令8・追加、令元国交令20・令2国交令98・一部改正） （日本産業規格A列4） 記載要領 1無料船員職業紹介許可事業者は、船員職業紹介所ごとに作成し、その主たる事務所の所在地を管轄する地方運輸局長にまとめて提出すること。 また、無料の船員職業紹介事業を行う学校等の長は、その学校等の主たる事務所の所在地を管轄する地方運輸局長に提出すること。 2対象期間については、前年の4月1日から3月末日までとすること。 3「氏名又は名称」欄には、氏名（法人又は団体にあってはその名称及び代表者の氏名、学校等にあってはその学校等名及び学校等の長の氏名）を記載すること。 4「活動状況」欄 区分ごとに、対象期間中における求人、求職及び成立状況を記載すること。 「貨物船」とは、貨物船、油槽船、セメント等各種専用船等の船舶をいう。 （）内には、学校等の行う無料の船員職業紹介を希望した者及び当校の紹介を受け成立した者のうち既卒者の数を内数として記載すること。既卒者とは、報告対象年度より以前に卒業した者をいう。 5「船員職業紹介の業務に従事する者の数」欄には、当該船員職業紹介を行う事業所に係る3月末における船員職業紹介の業務に従事する者の数を記載すること。  
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第
２
号
様
式
（
第
１
８
条
関
係
）
（
表
面
）

第2号様式（第18条関係）（表面）（平17国交令8・追加、令元国交令20・令2国交令98・一部改正） （日本産業規格A列4） ※届出受理番号 ※届出受理年月日年月日 学校等無料の船員職業紹介事業届出書 年月日 国土交通大臣殿 届出者 船員職業安定法第40条第1項の規定により、下記のとおり届け出ます。 記 （ふりがな） 1名称 〒□□□―□□□□電話（）― （ふりがな） 2所在地 3無料の船員職業紹介事業を行う事務所に関する事項 事務所 名称所在地電話 （）― 4事業開始予定年月日年月日 5取扱職種の範囲等  

第
２
号
様
式
（
第
１
８
条
関
係
）
（
裏
面
）

第2号様式（第18条関係）（裏面）（平17国交令8・追加、令元国交令20・令2国交令98・一部改正） （日本産業規格A列4） 記載要領 1※欄には、記載しないこと。 2届出者欄には、学校等名及び学校等の長の氏名を記載すること。 31欄には、学校等名及び学校等の長の氏名を記入すること。 42欄には、その学校等の主たる事務所の所在地を記入すること。 53欄には、無料の船員職業紹介事業を行う事務所すべてについて、次のとおり記入すること。 「名称」の欄には、無料の船員職業紹介事業を行う事務所の名称を記入すること。 例えば「〇〇大学学生課」、「〇〇専門学校就職指導課」、「〇〇高等学校進路指導部」のように記入すること。 「所在地」の欄には、その事務所の所在地を記入すること。 「電話」の欄には、その事務所で、この事業のために利用できる電話の番号を記入すること。 65欄には、特に無料の船員職業紹介事業の取扱職種の範囲等（取り扱う求人職種、取り扱う卒業者の範囲等）を定める場合に、その取扱範囲を明示して記入すること。 73欄等所定の欄に記載し得ないときは、別紙に記載して添付すること。  
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第
３
号
様
式
（
第
２
５
条
、
第
２
７
条
関
係
）
（
第
１
面
）

第3号様式(第25条、第27条関係)(第1面) 

(日本産業規格A列4) 

 ※許 可 番 号  

※ 
許 可 

許可有効期間更新 
年月日     年  月  日 

 

船員派遣事業 
許 可 

許可有効期間更新 
申請書 

 

年  月  日  

  国 土 交 通 大 臣 殿 

申請者              

  船員職業安定法 
第55条第2項 

第60条第2項 
の規定により、下記のとおり 

許 可 

許可有効期間更新 
を申請 

 します。 

  申請者(法人にあっては役員を含む。)(申請者又は役員が未成年の場合、その法定代

理人)は、船員職業安定法第56条各号(法人にあっては第3号を除く。個人にあっては第3

号及び第11号を除く。)のいずれにも該当せず、同法第76条の規定により選任する派遣元

責任者は、未成年者に該当せず、かつ、同法第56条第1号、第2号及び第4号から第9号ま

でのいずれにも該当しないことを誓約します。 

1 
(ふりがな) 

氏名又は名称 

 

 

2 住 所 

〒(   ) 

 

(   )   ―     

3 役員の氏名、役名及び住所(法人の場合) 

 (ふりがな) 

 氏 名 
役 名 住 所 

代
表
者 

 

  
 

 
  

 

 
  

 

 
  

 

 
  

 

 
  

 

 
  

 

 

 

収 入 印 紙 

 

(消印しては

ならない。) 

 

第
３
号
様
式
（
第
２
５
条
、
第
２
７
条
関
係
）
（
第
２
面
）

第3号様式（第25条、第27条関係）（第2面）（平17国交令8・追加、令元国交令20・令元国交令34・一部改正） （日本産業規格A列4） 4船員派遣事業を行う事業所に関する事項 ①事業所の名称（ふりがな）②事業所の所在地 〒（） （）― ③派遣元責任者の氏名、職名及び住所 氏名（ふりがな）職名住所 ①事業所の名称（ふりがな）②事業所の所在地 〒（） （）― ③派遣元責任者の氏名、職名及び住所 氏名（ふりがな）職名住所 ①事業所の名称（ふりがな）②事業所の所在地 〒（） （）― ③派遣元責任者の氏名、職名及び住所 氏名（ふりがな）職名住所 5精神の機能の障害により認知、判断又は意思疎通を適切に行うことがで きないおそれがある者の氏名及び種別（該当する場合のみ記載） 氏名（ふりがな）該当者の種別氏名（ふりがな）該当者の種別 1申請者・1申請者・ 2役員・2役員・ 3派遣元責3派遣元責 任者任者 6許可年月日年月日7許可番号 8事業開始予定年月日年月日 9申請に係る担当者の氏名等 氏名（ふりがな）職名連絡先 
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第
３
号
様
式
（
第
２
５
条
、
第
２
７
条
関
係
）
（
第
３
面
）

第3号様式（第25条、第27条関係）（第3面）（平17国交令8・追加、令元国交令20・令元国交令34・令2国交令98・一部改正） （日本産業規格A列4） 記載要領 1※欄には、記載しないこと。 2許可を申請するときは、表題中及び第1面上方の「許可有効期間更新」の文字並びに第1面上方の「第60条第2項」の文字を抹消すること。この場合には、6欄及び7欄には記載しないこと。 3許可の有効期間の更新を申請するときは、表題中及び第1面上方の「許可」の文字並びに第1面上方の「第55条第2項」の文字を抹消すること。この場合には、8欄には記載しないこと。 4許可の有効期間の更新を申請するときは、3欄の記載は要しない。 5第1面上方の申請者欄には、氏名（法人にあってはその名称及び代表者の氏名）を記載すること。 64欄には、申請者が船員派遣事業を行おうとする事業所を全て記載すること。 75欄には、申請書に記載した申請者、役員及び派遣元責任者が精神の機能の障害により認知、判断又は意思疎通を適切に行うことができないおそれがある者である場合、該当する全ての者の氏名及び該当者の種別（1申請者（申請者が未成年の場合、その法定代理人を含む。）、2役員（法人のみ。役員が未成年の場合、その法定代理人を含む。）、3派遣元責任者）を記載すること。なお、該当者の種別について、複数の種別に該当する場合は、全ての番号を記載すること。 89欄に、許可の申請又は許可の有効期間の更新の申請に係る担当者の氏名、職名及び連絡先を記載すること。 9収入印紙は、申請書の正本にのみ貼り、消印をしないこと。 10所定の欄に記載し得ないときは、別紙に記載して添付すること。  
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第
４
号
様
式
（
第
２
５
条
関
係
）
（
第
１
面
）

第4号様式（第25条関係）（第1面）（平17国交令8・追加、平21国交令71・令元国交令20・一部改正） （日本産業規格A列4） 船員派遣事業計画書 1事業所の名称 2計画対象期間年月日から年月日まで 3派遣船員雇用等計画 ①派遣船員の数（人） ②社会保険、雇用保険及健康厚生年金雇用船員③労働保険 び船員保険の加入の状保険保険保険保険番号 況 4船員派遣計画 ①船員派遣の役務の提供②船員派遣に関する平 を受ける者の確保状況均的な1人1月当た 社隻りの料金（円） ③外国船舶派遣の予定の 有無 有無 ④指揮命令の系統 ⑤派遣元責任者の職務代 行者の氏名 5派遣船員等教育訓練計画 教育訓練に用いる施設、設備等の要 教育訓練に係る責任者の氏名 教育訓練計画の内容 ①②③④方法⑤実施主体⑥⑦ 派遣船員 教育訓練 他の教実施予定 対象者 実施予定人員 OJT OffJT の費用負 の種類 派遣元育訓練期間 その他担の有無 事業主機関へ の委託 人（賃金支給の状況） （） 有無 有給無給 有無 有給無給 有無 有給無給  

第
４
号
様
式
（
第
２
５
条
関
係
）
（
第
２
面
）

第4号様式（第25条関係）（第2面）（平17国交令8・追加、令元国交令20・一部改正） （日本産業規格A列4） 6事業所の床面積（㎡） 7資産等の状況 区分価額（円）摘要 現金・預金 土地・建物 資産 その他 計 計 負債 8株主の状況 氏名又は名称所有株式数割合（％） 1 2 3 4 5 その他の株主（名） 合計（名）100  
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第
４
号
様
式
（
第
２
５
条
関
係
）
（
第
３
面
）

第4号様式（第25条関係）（第3面）（平17国交令8・追加、令元国交令20・一部改正） （日本産業規格A列4） 記載要領 1船員派遣事業の許可の申請をしようとする場合の記載方法 2欄には、事業開始を予定する日及びその日の属する事業年度の次の事業年度の終了の日を記載すること。 2船員派遣事業の許可の有効期間の更新の申請をしようとする場合の記載方法 2欄には、許可の有効期間の更新を予定する日及びその日の属する事業年度の次の事業年度の終了の日を記載すること。 33の①欄については、計画対象期間において船員職業安定法第55条第1項の許可を受けて行っており、又は行おうとする船員派遣事業に係る派遣船員として雇用していることが予定される1日あたりの平均数を記載すること。 43の②欄は、加入している保険の文字を〇で囲むこと。 54の③欄は、該当する文字を〇で囲むこと。 64の④欄には、船員派遣事業関係業務に従事する者の指揮命令の系統及び派遣元責任者（派遣元責任者の職務代行者を含む。）の位置を記載すること。 75のの①欄は、「新規採用者への訓練」、「派遣前訓練」、「維持・向上訓練」等具体的に記載すること。 85のの②欄は、「新規に採用した者」、「4級海技士（航海）の受験資格を有する者」等具体的に記載すること。 95のの④欄の「OJT」とは業務の遂行の過程内において行う教育訓練を、「OffJT」とはそれ以外の教育訓練のことをいうものであり、該当する欄に〇印を記載すること。複数の方法により教育訓練を行うときは、該当する欄すべてに〇印を記載すること。また、参加した者に対しての賃金の支給に関して、該当する文字を〇で囲むこと。 105のの⑤欄は、該当する欄に〇印を記載すること。複数の実施主体により教育訓練を行うときは、該当する欄すべてに〇印を記載すること。 117欄には、個人の場合には納税期末日における事業に係る資産等の状況について記載すること。 128欄には、株式会社のみ、持株数の多い順序に従い5名記載すること。 13船員派遣事業計画書を複数の事業所について提出する場合は、一の事業所の船員派遣事業計画書に記載すれば、他の船員派遣事業計画書の7欄及び8欄の記載は要しない。 14所定の欄に記載し得ないときは、別紙に記載して添付すること。  

第
５
号
様
式
（
第
２
６
条
関
係
）

第5号様式（第26条関係）（平17国交令8・追加、令元国交令20・一部改正） （日本産業規格A列4） 許可番号 許可年月日年月日 船員派遣事業許可証 氏名又は名称 住所 事業所の名称 事業所の所在地 有効期間年月日から 年月日まで 船員職業安定法第55条第1項の許可を受けて船員派遣事業を行う者である ことを証明する。 年月日 国土交通大臣  
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第
６
号
様
式
（
第
２
６
条
、
第
２
８
条
関
係
）
（
第
１
面
）

第6号様式(第26条、第28条関係)(第1面) 

(日本産業規格A列4) 

 
※ 

再交付 

書 換 
年月日     年  月  日 

許 可 証 再 交 付 申 請 書 
船 員 派 遣 事 業 変 更 届 出 書 
船員派遣事業変更届出書及び許可証書換申請書 

年  月  日   

  国土交通大臣    殿 

申請者              

届出者              

 1 船員職業安定法第58条第3項の規定により下記のとおり許可証の再交付を申請しま

す。 

 2 船員職業安定法第61条第1項の規定により下記のとおり届け出ます。 

 3 船員職業安定法第61条第4項の規定により下記のとおり許可証の書換えを申請しま

す。 

 4 届出者(法人にあっては役員を含む。)(届出者又は役員が未成年の場合、その法定代

理人)は、船員職業安定法第56条各号(法人にあっては第3号を除く。個人にあっては第3

号及び第11号を除く。)のいずれにも該当しないことを誓約します。 

 5 船員職業安定法第76条の規定により選任する派遣元責任者は、未成年者に該当せず、

かつ、同法第56条第1号、第2号及び第4号から第9号までのいずれにも該当しないことを

誓約します。 

1 許可番号  2 許可年月日 年 月 日 

3 
(ふりがな) 

氏名又は名称 

 

 

4 住 所 

〒(   ) 

 

(   )   ―     

5 

(ふりがな) 

代表者の氏名 

(法人の場合) 

 

 

6 
(ふりがな) 

事業所の名称 

 

 

7 事業所の所在地 

〒(   ) 

 

(   )   ―     
 

 

収 入 印 紙 

 

 

(消印しては

ならない。)  

第
６
号
様
式
（
第
２
６
条
、
第
２
８
条
関
係
）
（
第
２
面
）

第6号様式（第26条、第28条関係）（第2面）（平17国交令8・追加、令元国交令20・一部改正） （日本産業規格A列4） 8変更の内容 変更に係る事項変更後変更前変更年月日 （ふりがな） 年月日 ①氏名又は名称 〒（）〒（） ②住所年月日 （）―（）― （ふりがな） ③代表者の氏名年月日 （法人の場合） ふりがなふりがな （）（） ④役員の氏名及び住氏名氏名 所年月日 （法人の場合） 住所住所 （ふりがな） 年月日 ⑤事業所の名称 〒（）〒（） ⑥事業所の所在地年月日 （）―（）― ふりがなふりがな （）（） 氏名氏名 ⑦派遣元責任者の氏 年月日 名及び住所 住所住所 ⑧船員派遣事業を行う事業所の新設 （ふりがな） イ事業所の名称 〒（） ロ事業所の所在地 （）― ハ派遣元責任者の氏名、職名及び住所 氏名（ふりがな）職名住所  
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第
６
号
様
式
（
第
２
６
条
、
第
２
８
条
関
係
）
（
第
３
面
）

第6号様式（第26条、第28条関係）（第3面）（平17国交令8・追加、令元国交令20・令元国交令34・一部改正） （日本産業規格A列4） ニ事業開始年月日年月日 ホ新設に係る担当者の氏名等 氏名（ふりがな）職名連絡先 ⑨精神の機能の障害により認知、判断又は意思疎通を適切に行うことがで きないおそれがある者の氏名及び種別（該当する場合のみ） 氏名（ふりがな）氏名（ふりがな） 該当者の種別該当者の種別 1申請者・1申請者・ 2役員・2役員・ 3派遣元責3派遣元責 任者任者 ⑩船員派遣事業を行う事業所の廃止 （ふりがな） イ事業所の名称 〒（） ロ事業所の所在地 （）― ハ廃止年月日年月日 ニ理由 9再交付を申請す る理由 10船員派遣事業の実施の状況 ①（ふりがな） 事業所の名称 ②事業所の所在地 備考 
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第
６
号
様
式
（
第
２
６
条
、
第
２
８
条
関
係
）
（
第
４
面
）

第6号様式（第26条、第28条関係）（第4面）（平17国交令8・追加、令元国交令20・令元国交令34・令2国交令98・一部改正） （日本産業規格A列4） 記載要領 1※欄には、記載しないこと。 2第1面上方の申請者 届出者 欄には、氏名（法人にあってはその名称及び代表者の氏名）を記載すること。 33欄から7欄までには、8欄の「変更前」の事項と同一の事項を記載すること。 4許可証の再交付を申請するときの記載方法 表題「船員派遣事業変更届出書」及び「船員派遣事業変更届出書及び許可証書換申請書」、第1面上方の2から5までの全文並びに「届出者」の文字を抹消すること。 8欄及び10欄には記載しないこと。 収入印紙を申請書の正本にのみ貼り、消印はしないこと。 5船員派遣事業において、8欄の③、④又は⑦の事項に係る変更の届出をしようとする場合の記載方法 表題「許可証再交付申請書」及び「船員派遣事業変更届出書及び許可証書換申請書」、第1面上方1及び3の全文並びに「申請者」の文字を抹消すること。また、8欄の③又は④の氏名に係る変更の届出をしようとする場合を除き、第1面上方の4の全文を、8欄の⑦の氏名に係る変更の届出をしようとする場合を除き、第1面上方の5の全文を抹消すること。 8欄の③又は④に係る変更の届出をしようとする場合には、6欄及び7欄には記載しないこと。 8欄には、変更に係る事項のみを記載すること。 8欄の③、④又は⑦に係る変更の届出をしようとする場合において、変更後の者が精神の機能の障害により認知、判断又は意思疎通を適切に行うことができないおそれがある者である場合、8欄の⑨に該当する全ての者の氏名及び該当者の種別（1届出者（届出者が未成年の場合、その法定代理人を含む。）、2役員（法人のみ。役員が未成年の場合、その法定代理人を含む。）、3派遣元責任者）を記載すること。なお、該当者の種別について、複数の種別に該当する場合は、全ての番号を記載すること。 9欄には記載しないこと。 8欄の④又は⑦に係る変更の届出をしようとする場合には、10欄には記載しないこと。 収入印紙を貼る必要はない。 6船員派遣事業において、8欄の①、②、⑤又は⑥の事項に係る変更の届出及び許可証の書換えの申請をしようとする場合の記載方法 表題「許可証再交付申請書」及び「船員派遣事業変更届出書」、第1面上方1、4及び5の全文並びに「届出者」の文字を抹消すること。 8欄の①、②に係る変更の届出をしようとする場合には6欄及び7欄には記載しないこと。 8欄には、変更に係る事項のみを記載すること。 8欄の①に係る変更の届出をしようとする場合において、変更後の者が精神の機能の障害により認知、判断又は意思疎通を適切に行うことができないおそれがある者である場合、8欄の⑨に該当者の氏名及び該当者の種別（1届出者（届出者が未成年の場合、その法定代理人を含む。）、2役員（法人のみ。役員が未成年の場合、その法定代理人を含む。）、3派遣元責任者）を記載すること。なお、該当者の種別について、複数の種別に該当する場合は、全ての番号を記載すること。 9欄には記載しないこと。 8欄の⑤又は⑥の事項に係る変更の届出をしようとする場合には、10欄には記載しないこと。 収入印紙を申請書の正本にのみ貼り、消印はしないこと。 7船員派遣事業において、8欄の⑧の事項に係る変更の届出をしようとする場合の記載方法 表題「許可証再交付申請書」及び「船員派遣事業変更届出書及び許可証書換申請書」、第1面上方1、3及び4の全文並びに「申請者」の文字を抹消すること。 6欄、7欄及び9欄には記載しないこと。 収入印紙を貼る必要はない。 8欄の⑧ハ欄に係る変更の届出をしようとする場合において、変更後の者が精神の機能の障害により認知、判断又は意思疎通を適切に行うことができないおそれがある者である場合、8欄の⑨に該当者の氏名及び該当者の種別（1届出者（届出者が未成年の場合、その法定代理人を含む。）、2役員（法人のみ。役員が未成年の場合、その法定代理人を含む。）、3派遣元責任者）を記載すること。なお、該当者の種別について、複数の種別に該当する場合は、全ての番号を記載すること。 ホ欄の「新設に係る担当者の氏名等」欄には、船員派遣事業を行う事業所の新設に係る担当者の氏名、職名及び連絡先を記載すること。 8船員派遣事業において、8欄の⑨の事項に係る変更の届出をしようとする場合の記載方法 表題「許可証再交付申請書」及び「船員派遣事業変更届出書及び許可証書換申請書」、第1面上方1、3、4及び5の全文並びに「申請者」の文字を抹消すること。 6欄、7欄及び9欄には記載しないこと。 ニ欄の「理由」欄には、事業所を廃止した理由を具体的に記載すること。 収入印紙を貼る必要はない。 910欄には、当該事業所の事業主が他に船員派遣事業を行っている事業所について記載すること。 10船員職業安定法施行規則第28条第3項の規定により添付書類を省略する場合は、第3面下方の備考欄にその旨及び変更後の派遣元責任者が当該変更前に派遣元責任者として選任されていた事業所の名称を記載すること。 11所定の欄に記載し得ないときは、別紙に記載して添付すること。 
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）

第7号様式（第29条関係）（平17国交令8・追加、令元国交令20・令2国交令98・一部改正） （日本産業規格A列4） 船員派遣事業廃止届出書 年月日 国土交通大臣殿 届出者 船員職業安定法第62条第1項の規定により下記のとおり届け出ます。 1許可番号2許可年月日年月日 （ふりがな） 3氏名又は名称 （ふりがな） 4代表者の氏名 （法人の場合） 5事業所の名称（ふ 6事業所の所在地 りがな） 〒（） （）― 〒（） （）― 〒（） （）― 〒（） （）― 7廃止年月日年月日 理由 記載要領 1届出者欄には、氏名（法人にあってはその名称及び代表者の氏名）を記載すること。 25欄及び6欄には、事業を廃止した全ての事業所の名称及び所在地を記載すること。 3「理由」欄には、事業を廃止した理由を具体的に記載すること。  
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係
）
（
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）

第8号様式（第30条関係）（第1面）（平17国交令8・追加、平21国交令71・令元国交令20・令2国交令98・一部改正） （日本産業規格A列4） 船員派遣事業報告書 年月日 国土交通大臣殿 提出者 船員職業安定法第64条第1項の規定により下記のとおり事業報告書を提出します。 年月日から 報告対象期間 年月日まで ①許可番号②許可年月日年月日 （ふりがな） ③氏名又は名称 （ふりがな） ④代表者の氏名 （法人の場合） （ふりがな） ⑤事業所の名称 〒（） ⑥事業所の所在地 （）― 1派遣船員雇用等実績 ①船員の総数常用雇用船員常用雇用船員以 （人）外の船員（人） 派遣船員の数（人） ②6月1日現在において 船員派遣されていた船 員の数（人） 種類 船員派遣の役務の提 供が期間の制限を受 けない業務で船員派 遣されていた船員の 数（人） ③6月1日現在における健康保険厚生年金保険雇用保険船員保険 社会保険、雇用保険及 び船員保険の派遣船員 への適用状況（人） 2船員派遣等実績 ①船員派遣された船員の 数（人） ②船員派遣の役務の提供 を受けた者の数（件） ③船員派遣に関する1月 当たりの料金（円） ④派遣期間中の派遣船員 の1月当たりの賃金 （円） ⑤船員派遣事業に係る売 上高（円） 外国船舶派遣船 ⑥外国船舶派遣実績の有無有無 員数（人） 3月以上6月以上9月以上1年以上 その他合計 3月未満 6月未満9月未満12月未満3年未満 ⑦船員派遣契約の期間別 件数及び人数（件） （人） 
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係
）
（
第
２
面
）

第8号様式（第30条関係）（第2面）（平17国交令8・追加、令元国交令20・一部改正） （日本産業規格A列4） 3派遣船員等教育訓練実績 ①②③④方法⑤実施主体⑥⑦ 派遣船員 他の教 教育訓練の 実施人員 実施 OJT OffJT 対象者派遣元の費用負 育訓練 種類期間 その他 事業主担の有無 機関へ 人（賃金支給の状況） （） の委託 有無 有給無給 有無 有給無給 有無 有給無給  

第
８
号
様
式
（
第
３
０
条
関
係
）
（
第
３
面
）

第8号様式（第30条関係）（第3面）（平17国交令8・追加、令元国交令20・令2国交令98・一部改正） （日本産業規格A列4） 記載要領 1報告対象期間は、事業年度の開始の日（事業を事業年度の途中で開始した場合にあっては当該事業の開始の日）及び当該事業年度の終了の日を記載すること。 2第1面上方の提出者欄には、氏名（法人にあってはその名称及び代表者の氏名）を記載すること。 31の①の「派遣船員の数」欄には、報告対象期間において船員職業安定法第55条第1項の許可を受けて行っている船員派遣事業に係る派遣船員として雇用した1日当たりの平均数を記載すること。 41の②欄は、報告対象期間内の6月1日現在において船員派遣されていた船員の実数を記載すること。 51の②の「種類」欄には、派遣船員が従事していた業務が船員職業安定法第81条第1項第1号から第3号までに規定する業務に該当する場合に限り、当該業務別に区分して記載すること。この場合において、同項第1号のイに該当する場合は「完了」を、同項第1号のロに該当する場合は「短」を、同項第2号に該当する場合は「育」を、同項第3号に該当する場合は「介」を記載すること。 61の③欄には、報告対象期間内の6月1日現在において、それぞれの保険の種類ごとに適用されている派遣船員の実数を記載すること。 72の①欄には、報告対象期間において船員派遣された船員の1日当たりの平均数を記載すること。 82の②欄には、報告対象期間において船員派遣の役務の提供を受けた者（企業の場合は事業所単位）の実数を記載すること。 92の③欄には、当該事業年度における平均的な1人1月当たりの額を記載すること。この場合において、業務処理能力の水準に応じて一定の額を定めたときは、併せて当該水準の区分に応じた当該額を別紙に記載して添付すること。 102の④欄には、当該事業年度における平均的な1人1月当たりの額を記載すること。この場合において業務処理能力の水準に応じて一定の額を定めたときは、併せて当該水準の区分に応じた当該額を別紙に記載して添付すること。 112の⑥欄の「実績の有無」欄には、該当する文字を〇で囲むこと。また、「外国船舶派遣船員数」欄には、報告対象期間において外国船舶派遣された派遣船員の実数を記載すること。 122の⑦欄の「船員派遣契約の期間別件数及び人数」欄には、報告対象期間に締結した船員派遣契約における船員派遣の期間について期間別に区分した件数及び人数を記載すること。 133の①欄には、「新規採用者への訓練」、「派遣前訓練」、「維持・向上訓練」等具体的に記載すること。 143の②欄には、「新規に採用した者」、「4級海技士（航海）の受験資格を有する者」等具体的に記載すること。 153の④欄の「OJT」とは業務の遂行の過程内において行う教育訓練を、「OffJT」とはそれ以外の教育訓練のことをいうものであり、該当する欄に〇印を記載すること。複数の方法により教育訓練を行ったときは、該当する欄すべてに〇印を記載すること。また、参加した者に対しての賃金の支給に関して、該当する文字を〇で囲むこと。 163の⑤欄には、該当する欄に〇印を記載すること。複数の実施主体により教育訓練を行ったときは、該当する欄すべてに〇印を記載すること。 17所定の欄に記載し得ないときは、別紙に記載して添付すること。 
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第9号様式（第30条関係）（表面）（平17国交令8・追加、令元国交令20・令2国交令98・一部改正） （日本産業規格A列4） 船員派遣事業収支決算書 年月日 国土交通大臣殿 提出者 船員職業安定法第64条第1項の規定により下記のとおり収支決算書を提出します。 年月日から 決算対象期間 年月日まで 1許可番号2許可年月日年月日 （ふりがな） 3氏名又は名称 （ふりがな） 4代表者の氏名 （法人の場合） （ふりがな） 5事業所の名称 〒（） 6事業所の所在地 （）― 7収支の状況 科目金額（円）摘要 売上高 費用 売上原価 事業費 水道光熱費 旅費交通費 通信費 広告宣伝費 修繕費 消耗品費 減価償却費 福利厚生費 給料賃金 利子割引料 地代家賃 貸倒金 租税公課 その他 事業所得金額  
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第9号様式（第30条関係）（裏面）（平17国交令8・追加、令元国交令20・令2国交令98・一部改正） （日本産業規格A列4） 記載要領 1この収支決算書は、貸借対照表及び損益計算書を提出しない場合のみ提出すること。 2表面上方の提出者欄には、氏名（法人にあってはその名称及び代表者の氏名）を記載すること。 3決算対象期間は、事業年度の開始の日及び当該事業年度の終了の日を記載すること。 47欄には船員派遣事業以外の事業に係る収支の状況と併せて記載しても差し支えない。 5所定の欄に記載し得ないときは、別紙に記載して添付すること。  

第
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号
様
式
（
第
３
０
条
関
係
）

第10号様式（第30条関係）（平17国交令8・追加、令元国交令20・令2国交令98・一部改正） （日本産業規格A列4） 外国船舶派遣届出書 年月日 国土交通大臣殿 届出者 船員職業安定法第64条第3項の規定により下記のとおり届け出ます。 1許可番号2許可年月日年月日 （ふりがな） 3氏名又は名称 （ふりがな） 4代表者の氏名 （法人の場合） （ふりがな） 5事業所の名称 〒（） 6事業所の所在地 （）― 7外国船舶派遣予定者数計人 派遣先の氏名派遣船員が従 外国船舶派遣の期派遣船舶の外国船舶派 又は名称及び事する業務の 間名称遣予定者数 住所内容 年月日から 年月日まで人 年月日から 年月日まで人 年月日から 年月日まで人 記載要領 1届出者欄には、氏名（法人にあってはその名称及び代表者の氏名）を記載すること。 2船員職業安定法施行規則第31条第5項の規定により定めた事項を記載した書面の写しを添えること。 3所定の欄に記載し得ないときは、別紙に記載して添付すること。  
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